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研究体制の統合・再編によって
世界水準のウイルス学研究を推進
～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

特 集

ドローンによる空撮！
今回は「桜ヶ丘キャンパス」
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　本学は、多彩で豊かな鹿児島の地域資源を生かした教育、研
究、地域貢献等を進めています。その中で、医学、歯学に関する教
育、研究および医療実践の機能が集約されているのが桜ヶ丘キャ
ンパスです。医・歯学部が教育の分野、医歯学総合研究科と保健
学研究科が研究の分野、診療については鹿児島大学病院が中心
となって担っています。これら各部局の緊密な連携のもと、南九州
において求められる高度な医療・医学を牽引すると同時に、国際
社会に貢献する「グローカル」な研究、教育を推進しています。
　前々号では郡元キャンパスから、今号では桜ヶ丘キャンパスか
ら、雄大な桜島はどこからでも本学を見守ってくれております。

　「2019 かごしまの新特産品コンクール」（かごしまの新特産品コンクール実行委員会 主催）の工芸・生活用品部門

にて、最高賞となる鹿児島県知事賞を受賞した「あづまバッグ」（本学・環境色彩学研究会と亀﨑染工による共同研

究開発商品）のモチーフとして使われた「麻の葉」柄のマスクケースです。一般的なサイズの不織布マスク（サージ

カルマスク）が収納可能。箱付で贈り物にもおすすめです。

ケースにマスクを収納し畳んでボタンを止める
とコンパクトに。表面は「かごんまの色 ®」を
組み合わせて描いたおしゃれな「麻の葉」柄です。

マスクケース（麻の葉）

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。

素材：表地　綿100％（11  号帆布） 裏地　綿100％
染色：本染め
高さ約13 cm×  幅2 6 cm（広げたサイズ）／撥水加工4 , 1 8 0  円（税込）
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お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

今号の表紙「桜ヶ丘キャンパス」

ドローンによる
空撮！今回は

「桜ヶ丘キャンパス」
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鹿
児
島
大
学
で
は
従
来
、
成
人
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
（
H
T
L
V

－

1
）
感
染
症
を
中
心
に
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
（
H
I
V

－

1
）、
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
H
B
V
）
等
の
研
究
。

熊
本
大
学
に
お
い
て
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
（
H
I
V

－

1
）
に
主
軸
を

置
い
た
研
究
が
継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
二
十
数
年
に
及
ぶ
歴
史
が
あ

り
ま
し
た
が
、
と
も
に
小
規
模
な
研
究

体
制
で
あ
っ
た
た
め
、
教
員
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
採
用
や
若
手
研
究
者
の
確
保
な

ど
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
運
営
が
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
少
子
化
の
進
む
現

状
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
大
学
に
お
い

て
も
次
代
の
教
育
研
究
を
担
う
人
材
の

確
保
・
育
成
は
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

前
身
で
あ
る
２
つ
の
セ
ン
タ
ー
が

研
究
対
象
と
す
る
H
I
V

－

1
、

H
T
L
V

－

1
と
い
う
２
つ
の
難
治

性
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
、
同
じ
く

難
治
性
で
逆
転
写
酵
素
を
持
つ
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
H
B
V
）
に
お
い
て

は
、
研
究
分
野
と
方
向
性
が
非
常
に
近

い
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
の
強
み
が
異

な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
両
セ

ン
タ
ー
に
は
、
九
州
新
幹
線
の
利
用
で

お
よ
そ
１
時
間
と
い
う
地
の
利
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
統
合
・
再
編
と
い
う
道
に
、

私
は
大
き
な
意
義
と
活
路
を
見
出
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
2
0
1
7
年
か
ら
両
大

学
間
、
さ
ら
に
文
部
科
学
省
と
の
協
議

を
重
ね
、
３
つ
の
統
合
・
再
編
部
門
と

２
つ
の
新
設
部
門
を
配
し
た
、
当
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
至
り
ま
し
た
。
本
学
に

お
い
て
は
、
教
育
の
面
に
お
い
て
既
に
、

山
口
大
学
と
の
共
同
獣
医
学
部
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
研
究
の
面
に
お
い

て
、
国
立
大
学
の
枠
を
越
え
て
１
つ
の

研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
の
は
全

国
初
の
試
み
で
す
。

現
在
、
長
期
を
見
据
え
た
戦
略
的
な

人
事
を
含
め
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
一
体
と

な
っ
た
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
次
代
を

担
う
研
究
者
を
志
す
学
生
に
は
、
学
部
・

専
攻
を
問
わ
ず
学
び
の
門
戸
を
開
い
て

い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
、
従
来
の
研

究
対
象
で
あ
る
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス

は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
感
染
症
の
予

防
と
治
癒
に
貢
献
で
き
る
拠
点
と
し
て
、

研
究
教
育
の
充
実
と
継
続
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

は
、
セ
ン
タ
ー
発
足
を
機
に
、
旧
来
の

分
子
病
理
病
態
研
究
分
野
が
神
経
免
疫

学
分
野
へ
、
分
子
ウ
イ
ル
ス
感
染
研
究

分
野
が
ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

研
究
分
野
へ
と
改
称
。
新
た
に
成
人
T

細
胞
白
血
病
・
リ
ン
パ
腫
（
A
T
L
）

の
基
礎
研
究
分
野
を
設
置
し
た
こ
と
に

加
え
、
大
学
に
お
け
る
基
礎
研
究
を
も

と
に
社
会
へ
の
貢
献
を
推
進
す
る
目
的

で
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
部
門
を
新
設
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
育
・
研
究
に

携
わ
る
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制

度
を
導
入
し
、
昨
年
度
は
熊
本
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
授
業
も
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
教
員
の
選
考
に
お
い
て
も
２
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
員
が
共
同
で
参
画
す
る
ほ

か
、
共
通
の
資
金
を
プ
ー
ル
し
、
研
究

支
援
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
に
運
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
機
器
を
共
同

利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
限
ら

れ
た
資
金
・
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。

研
究
面
で
は
、
A
T
L
（
成
人
T

細
胞
白
血
病
）
や
H
T
L
V

－

1
関

連
脊
髄
症
（
H
A
M
／
T
S
P
）
の
原

因
と
な
る
「
成
人
T
細
胞
白
血
病
ウ

イ
ル
ス
（
H
T
L
V

－

1
）」
と
、
肝

癌
の
原
因
と
な
る
「
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
（
H
B
V
）」
を
中
心
と
し
た
難
治
性

ウ
イ
ル
ス
疾
患
の
病
態
解
明
と
、
新
し

い
診
断
・
治
療
法
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
H
T
L
V

－

1
と
H
B
V

は
熊
本
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
得
意
と
す

る
H
I
V

－

1
と
と
も
に
、
逆
転
写

酵
素
を
も
ち
排
除
困
難
で
あ
る
共
通
点

が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
異
な
る

フ
ィ
ー
ル
ド
の
研
究
者
が
交
わ
る
こ
と

は
な
い
の
で
す
が
、
大
学
と
各
分
野
の

枠
を
越
え
て
統
合
・
再
編
さ
れ
た
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
従
来
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
し
い
研
究
領
域
を
創
設
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究

を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
体
制
の
統
合
・
再
編
に
よ
っ
て
世
界
水
準
の
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
を
推
進
〜
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
の
い
ま
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
〜

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

次
代
を
担
う
研
究
者
を
確
保・育
成
し
、

世
界
的
課
題
で
あ
る
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
克
服
へ
。

枠
を
越
え
た
新
た
な
研
究
領
域
を
創
設
し
、

人
類
に
貢
献
す
る
研
究
を
推
進
す
る
。

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

特
集

平
成
31
（
2
0
1
9
）
年
４
月
１
日
、
鹿
児
島
大
学
難
治
ウ
イ
ル
ス
病
態
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
と
熊
本
大
学
エ
イ
ズ
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
統
合
・
再
編
。「
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
折
し
も
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
※
1
）
の
急
速
な
感

染
拡
大
を
受
け
、
同
セ
ン
タ
ー
抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野
で
は
、
緊
急
的
に
抗
ウ
イ
ル
ス
（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
※
2
）
薬
の
研
究
に
着
手
。
６
月
に
は
治
療
薬
候
補
と
な

る
化
合
物
の
同
定
に
成
功
し
、
現
在
、
臨
床
試
験
に
向
け
、
製
薬
会
社
と
の
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
寄
与
す
る
研
究
・
開
発
に
取
り
組
む
、
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
1  

C
O
V
I
D

－

19
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　※
2  

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
：
C
O
V
I
D

－

19
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
の
名
称

ヒトレトロウイルス学共同研究センター長

馬場 昌範 特任教授
鹿児島大学キャンパス長

池田 正徳 教授

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

設
立
の
理
念

「
世
界
的
課
題
で
あ
る
、
排
除
困
難
・
潜
伏
感
染
す
る
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
克
服
の
た
め
、
限
ら
れ
た
両
セ
ン
タ
ー
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、

感
染
病
態
の
基
礎
研
究
を
基
に
、
感
染
予
防
と
治
癒
を
目
指
し
た
世
界
的

な
研
究
・
教
育
を
推
進
す
る
」
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旧
来
の

分
子
病
理
病
態
研
究
分
野
が
神
経
免
疫

学
分
野
へ
、
分
子
ウ
イ
ル
ス
感
染
研
究

分
野
が
ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

研
究
分
野
へ
と
改
称
。
新
た
に
成
人
T

細
胞
白
血
病
・
リ
ン
パ
腫
（
A
T
L
）

の
基
礎
研
究
分
野
を
設
置
し
た
こ
と
に

加
え
、
大
学
に
お
け
る
基
礎
研
究
を
も

と
に
社
会
へ
の
貢
献
を
推
進
す
る
目
的

で
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
部
門
を
新
設
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
育
・
研
究
に

携
わ
る
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制

度
を
導
入
し
、
昨
年
度
は
熊
本
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
授
業
も
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
教
員
の
選
考
に
お
い
て
も
２
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
員
が
共
同
で
参
画
す
る
ほ

か
、
共
通
の
資
金
を
プ
ー
ル
し
、
研
究

支
援
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
に
運
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
機
器
を
共
同

利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
限
ら

れ
た
資
金
・
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。

研
究
面
で
は
、
A
T
L
（
成
人
T

細
胞
白
血
病
）
や
H
T
L
V

－

1
関

連
脊
髄
症
（
H
A
M
／
T
S
P
）
の
原

因
と
な
る
「
成
人
T
細
胞
白
血
病
ウ

イ
ル
ス
（
H
T
L
V

－

1
）」
と
、
肝

癌
の
原
因
と
な
る
「
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
（
H
B
V
）」
を
中
心
と
し
た
難
治
性

ウ
イ
ル
ス
疾
患
の
病
態
解
明
と
、
新
し

い
診
断
・
治
療
法
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
H
T
L
V

－

1
と
H
B
V

は
熊
本
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
得
意
と
す

る
H
I
V

－

1
と
と
も
に
、
逆
転
写

酵
素
を
も
ち
排
除
困
難
で
あ
る
共
通
点

が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
異
な
る

フ
ィ
ー
ル
ド
の
研
究
者
が
交
わ
る
こ
と

は
な
い
の
で
す
が
、
大
学
と
各
分
野
の

枠
を
越
え
て
統
合
・
再
編
さ
れ
た
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
従
来
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
し
い
研
究
領
域
を
創
設
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究

を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
体
制
の
統
合
・
再
編
に
よ
っ
て
世
界
水
準
の
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
を
推
進
〜
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
の
い
ま
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
〜

ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

次
代
を
担
う
研
究
者
を
確
保・育
成
し
、

世
界
的
課
題
で
あ
る
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
克
服
へ
。

枠
を
越
え
た
新
た
な
研
究
領
域
を
創
設
し
、

人
類
に
貢
献
す
る
研
究
を
推
進
す
る
。

鹿
児
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

特
集

平
成
31
（
2
0
1
9
）
年
４
月
１
日
、
鹿
児
島
大
学
難
治
ウ
イ
ル
ス
病
態
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
と
熊
本
大
学
エ
イ
ズ
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
統
合
・
再
編
。「
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
折
し
も
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
※
1
）
の
急
速
な
感

染
拡
大
を
受
け
、
同
セ
ン
タ
ー
抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野
で
は
、
緊
急
的
に
抗
ウ
イ
ル
ス
（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
※
2
）
薬
の
研
究
に
着
手
。
６
月
に
は
治
療
薬
候
補
と
な

る
化
合
物
の
同
定
に
成
功
し
、
現
在
、
臨
床
試
験
に
向
け
、
製
薬
会
社
と
の
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
寄
与
す
る
研
究
・
開
発
に
取
り
組
む
、
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
1  

C
O
V
I
D

－

19
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　※
2  

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
：
C
O
V
I
D

－

19
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
の
名
称

ヒトレトロウイルス学共同研究センター長

馬場 昌範 特任教授
鹿児島大学キャンパス長

池田 正徳 教授

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

設
立
の
理
念

「
世
界
的
課
題
で
あ
る
、
排
除
困
難
・
潜
伏
感
染
す
る
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
克
服
の
た
め
、
限
ら
れ
た
両
セ
ン
タ
ー
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、

感
染
病
態
の
基
礎
研
究
を
基
に
、
感
染
予
防
と
治
癒
を
目
指
し
た
世
界
的

な
研
究
・
教
育
を
推
進
す
る
」
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私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、

H
T
L
V

－

1
（
成
人
Ｔ
細
胞
白

血
病
ウ
イ
ル
ス
）
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
、
脊
髄
の
炎
症
性
疾
患

H
A
M
に
つ
い
て
の
研
究
を
専
門
に

行
っ
て
い
ま
す
。
白
血
病
を
引
き
起

こ
す
病
原
体
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

H
T
L
V

－

1
が
、
白
血
病
だ
け
で

は
な
く
脊
髄
症
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ

ル
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
1
9
8
6
年
の
こ
と
。

鹿
児
島
大
学
脳
神
経
内
科
（
当
時
の

第
三
内
科
）
納
先
生
の
チ
ー
ム
に
よ

る
研
究
の
成
果
で
す
。
一
種
類
の
病

原
体
が
異
な
る
２
つ
の
病
気
を
引
き

起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
医

学
の
常
識
を
大
き
く
超
え
る
発
見
で

し
た
。
当
時
、
医
師
に
な
っ
た
ば
か

り
の
私
は
、
こ
の
難
病
を
解
明
し
た

い
と
い
う
意
欲
に
燃
え
、
昼
は
診
療
、

夜
中
に
実
験
、
研
究
と
い
う
こ
と
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
研
究

を
軸
と
し
て
い
ま
す
が
、
毎
週
の
診

療
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
進

め
る
上
で
、
患
者
さ
ん
の
声
が
ヒ
ン

ト
に
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

H
A
M
の
患
者
さ
ん
は
、
下
肢

が
突
っ
張
っ
て
思
う
よ
う
に
歩
け
な

く
な
る
こ
と
に
加
え
、
排
尿
・
排

便
障
害
と
い
う
症
状
に
悩
ま
さ
れ
ま

す
。
ト
イ
レ
の
回
数
も
増
え
、
病
気

が
進
行
し
て
、
車
い
す
生
活
に
な
る

と
介
助
も
必
要
で
す
。
行
動
に
制
限

が
出
て
活
動
性
が
落
ち
、
人
間
と
し

て
の
尊
厳
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

る
、
と
て
も
シ
ビ
ア
な
病
気
で
す
。

感
染
者
は
世
界
で
2
0
0
0
万
〜

3
0
0
0
万
人
、
日
本
全
国
で
お
よ

そ
75
万
人
と
推
計
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
九
州
に
集
中
し
、
と

く
に
鹿
児
島
は
感
染
者
の
多
い
地
域

で
す
。
感
染
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
発
症
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
患

者
さ
ん
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

医
師
と
し
て
の
責
務
を
痛
感
い
た
し

ま
す
。

現
在
、
発
症
病
態
に
つ
い
て
は
７

割
方
分
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
根
治
療
法
の
確
立
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
数
年
前
か

ら
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
動
物
モ
デ

ル
を
作
成
し
、
そ
こ
か
ら
治
療
薬
を

探
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
と
は
逆
転

の
発
想
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
、
セ
ン
タ
ー
に
組
み
込
ま
れ

た
こ
と
で
、
私
た
ち
の
研
究
領
域
が

外
部
か
ら
認
識
さ
れ
や
す
く
な
っ
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
認

知
度
が
上
が
る
こ
と
は
、
研
究
活
動

を
促
進
す
る
上
で
の
期
待
の
一
つ
で

す
。
他
分
野
の
ウ
イ
ル
ス
学
の
先
生

た
ち
と
の
情
報
交
換
・
連
携
も
大
い

に
生
か
し
て
、
研
究
を
加
速
さ
せ
て

い
き
た
い
。
H
A
M
の
病
気
の
原

因
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
治
療
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
の
が
、
鹿
児
島
大
学

の
研
究
者
と
し
て
の
最
終
的
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分

野
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
研
究
を

す
る
分
野
で
す
。
本
来
は
、
主
と
し

て
H
I
V

－

1
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

A
T
L
（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）、
マ

ダ
ニ
が
媒
介
す
る
致
死
率
の
高
い

S
F
T
S
（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少

症
候
群
）
な
ど
の
治
療
薬
に
つ
い
て

の
基
礎
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
）
の
発
生

を
機
に
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
専
門
と

す
る
研
究
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任

が
あ
る
と
考
え
、
従
来
の
研
究
を
全

て
ス
ト
ッ
プ
し
、
C
O
V
I
D

－

19

治
療
薬
に
絞
っ
て
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）
治
療

薬
に
関
し
、
薬
剤
の
同
定
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
30
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き
た

お
よ
そ
3
0
0
0
種
の
薬
剤
が
手
元

に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
中
か
ら

数
種
の
候
補
薬
を
定
め
て
試
験
し
た

と
こ
ろ
、
幸
い
、
試
験
管
の
中
で
有

効
な
薬
剤
を
２
、３
種
同
定
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
現
在
、
次
の
段

階
と
し
て
製
薬
会
社
に
特
許
を
譲
渡

し
、
臨
床
試
験
に
向
け
て
の
研
究
を

共
同
で
進
め
て
い
ま
す
。
全
く
の
新

薬
で
す
の
で
、
厳
密
な
安
全
性
試
験

や
動
物
動
態
実
験
を
経
て
、
臨
床
試

験
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
薬

開
発
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
つ
き

も
の
で
す
が
、
1
日
も
早
い
実
用
化

へ
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
治
療
薬
は
、
ワ
ク
チ
ン
に

比
べ
る
と
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に
対
応

し
や
す
い
と
い
う
強
み
も
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
健
康
な
ヒ
ト
が

予
防
目
的
に
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
、

病
気
に
か
か
っ
た
人
を
治
療
す
る
薬

剤
、
の
二
本
立
て
で
進
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
治
っ
た

ら
体
内
か
ら
排
除
さ
れ
る
た
め
、
完

全
治
癒
も
可
能
で
す
。
一
方
、
わ
れ

わ
れ
の
本
来
の
テ
ー
マ
で
あ
る
レ
ト

ロ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
の
は
、
細
胞
の

中
に
入
り
こ
み
、
一
生
体
の
中
に
居

続
け
る
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。

一
旦
体
に
入
る
と
、
元
に
は
戻
れ
な

い
。
体
に
入
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
ど
う

や
っ
て
撃
退
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

が
世
界
共
通
の
研
究
課
題
な
の
で
す
。

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陰
に

隠
れ
て
社
会
の
関
心
が
薄
れ
て
い
ま

す
が
、
H
I
V

－

1
感
染
者
、
エ
イ

ズ
発
症
者
と
も
年
々
、
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
に
感
染
者

の
多
い
H
T
L
V

－

1
、
A
T
L

に
つ
い
て
も
、
い
ま
だ
決
め
手
と
な

る
治
療
方
法
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
お
よ
そ
30
年
前
、
突
如
エ
イ
ズ

が
社
会
に
現
れ
た
よ
う
に
、
今
後
、

ど
ん
な
感
染
症
が
出
現
す
る
か
と
い

う
こ
と
も
未
知
で
す
。
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
分
野
の
枠
を
越
え
た
新
し
い

研
究
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
と
と
も

に
、
次
世
代
の
研
究
者
を
育
成
す
る

こ
と
で
知
的
財
産
を
継
承
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
拠
点

た
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

神経免疫学分野

久保田 龍二 教授
抗ウイルス化学療法研究分野

馬場 昌範 特任教授

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

〈神経免疫学分野のスタッフ〉〈抗ウイルス化学療法研究分野のスタッフ〉

〈BSL3室における実験の様子〉

九
州
の
H
A
M
研
究
拠
点
と
し
て
、

根
治
療
法
確
立
へ
向
け
、粘
り
強
く
歩
み
続
け
る
。

30
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
と
知
見
を
応
用
し
、

新
型
の
感
染
症
克
服
に
迅
速
に
臨
む
。

神
経
免
疫
学
分
野

抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分
野

#1#2

KADAI JOURNAL No.216 4



私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、

H
T
L
V

－

1
（
成
人
Ｔ
細
胞
白

血
病
ウ
イ
ル
ス
）
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
、
脊
髄
の
炎
症
性
疾
患

H
A
M
に
つ
い
て
の
研
究
を
専
門
に

行
っ
て
い
ま
す
。
白
血
病
を
引
き
起

こ
す
病
原
体
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

H
T
L
V

－

1
が
、
白
血
病
だ
け
で

は
な
く
脊
髄
症
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ

ル
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
1
9
8
6
年
の
こ
と
。

鹿
児
島
大
学
脳
神
経
内
科
（
当
時
の

第
三
内
科
）
納
先
生
の
チ
ー
ム
に
よ

る
研
究
の
成
果
で
す
。
一
種
類
の
病

原
体
が
異
な
る
２
つ
の
病
気
を
引
き

起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
医

学
の
常
識
を
大
き
く
超
え
る
発
見
で

し
た
。
当
時
、
医
師
に
な
っ
た
ば
か

り
の
私
は
、
こ
の
難
病
を
解
明
し
た

い
と
い
う
意
欲
に
燃
え
、
昼
は
診
療
、

夜
中
に
実
験
、
研
究
と
い
う
こ
と
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
研
究

を
軸
と
し
て
い
ま
す
が
、
毎
週
の
診

療
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
進

め
る
上
で
、
患
者
さ
ん
の
声
が
ヒ
ン

ト
に
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

H
A
M
の
患
者
さ
ん
は
、
下
肢

が
突
っ
張
っ
て
思
う
よ
う
に
歩
け
な

く
な
る
こ
と
に
加
え
、
排
尿
・
排

便
障
害
と
い
う
症
状
に
悩
ま
さ
れ
ま

す
。
ト
イ
レ
の
回
数
も
増
え
、
病
気

が
進
行
し
て
、
車
い
す
生
活
に
な
る

と
介
助
も
必
要
で
す
。
行
動
に
制
限

が
出
て
活
動
性
が
落
ち
、
人
間
と
し

て
の
尊
厳
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

る
、
と
て
も
シ
ビ
ア
な
病
気
で
す
。

感
染
者
は
世
界
で
2
0
0
0
万
〜

3
0
0
0
万
人
、
日
本
全
国
で
お
よ

そ
75
万
人
と
推
計
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
九
州
に
集
中
し
、
と

く
に
鹿
児
島
は
感
染
者
の
多
い
地
域

で
す
。
感
染
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
発
症
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
患

者
さ
ん
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

医
師
と
し
て
の
責
務
を
痛
感
い
た
し

ま
す
。

現
在
、
発
症
病
態
に
つ
い
て
は
７

割
方
分
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
根
治
療
法
の
確
立
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
数
年
前
か

ら
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
動
物
モ
デ

ル
を
作
成
し
、
そ
こ
か
ら
治
療
薬
を

探
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
と
は
逆
転

の
発
想
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
、
セ
ン
タ
ー
に
組
み
込
ま
れ

た
こ
と
で
、
私
た
ち
の
研
究
領
域
が

外
部
か
ら
認
識
さ
れ
や
す
く
な
っ
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
認

知
度
が
上
が
る
こ
と
は
、
研
究
活
動

を
促
進
す
る
上
で
の
期
待
の
一
つ
で

す
。
他
分
野
の
ウ
イ
ル
ス
学
の
先
生

た
ち
と
の
情
報
交
換
・
連
携
も
大
い

に
生
か
し
て
、
研
究
を
加
速
さ
せ
て

い
き
た
い
。
H
A
M
の
病
気
の
原

因
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
治
療
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
の
が
、
鹿
児
島
大
学

の
研
究
者
と
し
て
の
最
終
的
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
化
学
療
法
研
究
分

野
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
研
究
を

す
る
分
野
で
す
。
本
来
は
、
主
と
し

て
H
I
V

－

1
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

A
T
L
（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）、
マ

ダ
ニ
が
媒
介
す
る
致
死
率
の
高
い

S
F
T
S
（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少

症
候
群
）
な
ど
の
治
療
薬
に
つ
い
て

の
基
礎
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
C
O
V
I
D

－

19
）
の
発
生

を
機
に
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
専
門
と

す
る
研
究
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任

が
あ
る
と
考
え
、
従
来
の
研
究
を
全

て
ス
ト
ッ
プ
し
、
C
O
V
I
D

－

19

治
療
薬
に
絞
っ
て
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）
治
療

薬
に
関
し
、
薬
剤
の
同
定
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
30
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き
た

お
よ
そ
3
0
0
0
種
の
薬
剤
が
手
元

に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
中
か
ら

数
種
の
候
補
薬
を
定
め
て
試
験
し
た

と
こ
ろ
、
幸
い
、
試
験
管
の
中
で
有

効
な
薬
剤
を
２
、３
種
同
定
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
現
在
、
次
の
段

階
と
し
て
製
薬
会
社
に
特
許
を
譲
渡

し
、
臨
床
試
験
に
向
け
て
の
研
究
を

共
同
で
進
め
て
い
ま
す
。
全
く
の
新

薬
で
す
の
で
、
厳
密
な
安
全
性
試
験

や
動
物
動
態
実
験
を
経
て
、
臨
床
試

験
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
薬

開
発
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
つ
き

も
の
で
す
が
、
1
日
も
早
い
実
用
化

へ
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
治
療
薬
は
、
ワ
ク
チ
ン
に

比
べ
る
と
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に
対
応

し
や
す
い
と
い
う
強
み
も
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
健
康
な
ヒ
ト
が

予
防
目
的
に
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
、

病
気
に
か
か
っ
た
人
を
治
療
す
る
薬

剤
、
の
二
本
立
て
で
進
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
治
っ
た

ら
体
内
か
ら
排
除
さ
れ
る
た
め
、
完

全
治
癒
も
可
能
で
す
。
一
方
、
わ
れ

わ
れ
の
本
来
の
テ
ー
マ
で
あ
る
レ
ト

ロ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
の
は
、
細
胞
の

中
に
入
り
こ
み
、
一
生
体
の
中
に
居

続
け
る
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。

一
旦
体
に
入
る
と
、
元
に
は
戻
れ
な

い
。
体
に
入
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
ど
う

や
っ
て
撃
退
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

が
世
界
共
通
の
研
究
課
題
な
の
で
す
。

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陰
に

隠
れ
て
社
会
の
関
心
が
薄
れ
て
い
ま

す
が
、
H
I
V

－

1
感
染
者
、
エ
イ

ズ
発
症
者
と
も
年
々
、
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
に
感
染
者

の
多
い
H
T
L
V

－

1
、
A
T
L

に
つ
い
て
も
、
い
ま
だ
決
め
手
と
な

る
治
療
方
法
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
お
よ
そ
30
年
前
、
突
如
エ
イ
ズ

が
社
会
に
現
れ
た
よ
う
に
、
今
後
、

ど
ん
な
感
染
症
が
出
現
す
る
か
と
い

う
こ
と
も
未
知
で
す
。
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
分
野
の
枠
を
越
え
た
新
し
い

研
究
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
と
と
も

に
、
次
世
代
の
研
究
者
を
育
成
す
る

こ
と
で
知
的
財
産
を
継
承
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
拠
点

た
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

神経免疫学分野

久保田 龍二 教授
抗ウイルス化学療法研究分野

馬場 昌範 特任教授

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

〈神経免疫学分野のスタッフ〉〈抗ウイルス化学療法研究分野のスタッフ〉

〈BSL3室における実験の様子〉

九
州
の
H
A
M
研
究
拠
点
と
し
て
、

根
治
療
法
確
立
へ
向
け
、粘
り
強
く
歩
み
続
け
る
。

30
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
と
知
見
を
応
用
し
、

新
型
の
感
染
症
克
服
に
迅
速
に
臨
む
。
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TR三つの橋渡し
⒈基礎研究の橋渡し…知財マネジメント
⒉臨床研究への橋渡し
非臨床POC（Proof-of concept）、薬事
⒊実用化への橋渡し…産学連携（出口戦略）

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

当
研
究
分
野
で
は
、
持
続
感
染
に

よ
り
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
ウ
イ
ル

ス
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
主
た
る
守
備
範
囲
は
、
が
ん

の
原
因
に
な
る
腫
瘍
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
（
H
C
V
）、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
（
H
B
V
）、
お
よ
び
ヒ
ト
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
（
H
T
L
V

－
1
）
で
す
。
化
学
合
成
し
た
ウ
イ
ル

ス
遺
伝
子
を
細
胞
に
導
入
し
て
人
工

ウ
イ
ル
ス
を
作
製
す
る
「
リ
バ
ー
ス

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
法
」
に
よ
る
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル

ス
の
タ
ン
パ
ク
質
と
宿
主
因
子
の
相

互
作
用
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
６
カ
月
以

上
肝
炎
が
持
続
す
る
慢
性
肝
炎
を
引

き
起
こ
す
の
は
、
H
B
V
、
H
C
V
、

お
よ
び
H
D
V
で
す
。
血
液
に
よ
っ

て
感
染
す
る
H
B
V
や
H
C
V
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
慢
性
肝
炎

は
致
死
的
な
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ
と

進
行
し
ま
す
。
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に

進
行
す
る
前
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

す
る
こ
と
が
重
要
な
予
防
策
で
す
。

当
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ら

の
ウ
イ
ル
ス
の
弱
点
を
見
つ
け
て
、

ウ
イ
ル
ス
を
撲
滅
す
る
こ
と
で
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を
開
発
す
る
た
め

に
は
、
２
つ
の
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
１
つ
は
薬
剤
の
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
２
つ
目
は
、
薬
剤
の
ア
ッ
セ

イ
※
1
の
た
め
の
培
養
細
胞
で
す
。
当

セ
ン
タ
ー
全
体
で
は
約
7
0
0
0
種

の
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
保
有
し
て

お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
評
価
系
の
技
術
が

あ
り
ま
す
。
主
要
な
３
つ
の
ウ
イ
ル

ス
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
扱
っ
て
い
ま

す
の
で
、
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
薬
剤

や
評
価
系
の
技
術
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）
に
応
用
し
て
、
社
会
貢
献
す
る

こ
と
も
使
命
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

人
類
が
唯
一
撲
滅
で
き
た
ウ
イ
ル

ス
と
し
て
天
然
痘
が
あ
り
ま
す
が
、

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
は
撲
滅

が
難
し
い
特
徴
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

長
き
に
わ
た
る
付
き
合
い
に
な
っ
て

い
く
こ
と
も
予
測
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
今
後
、
新
興
感
染
症
※
2
、
再
興
感

染
症
※
3
な
ど
出
現
す
る
こ
と
も
危

惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
セ
ン
タ
ー

に
新
設
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
リ
サ
ー
チ
分
野
に
薬
事
、
薬
剤

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
先
生
も
配
置
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
長
期
的
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
1

　ア
ッ
セ
イ
：
薬
剤
の
候
補
（
化
合
物
）
が
薬

に
な
り
う
る
か
を
調
べ
る
た
め
、
細
胞
や
試

験
管
内
等
で
活
性
や
反
応
を
定
住
的
、
ま
た

は
定
量
的
に
測
定
す
る
方
法

※
2

　新
興
感
染
症
：
新
し
い
病
原
体
に
よ
る
感
染

症

※
3

　再
興
感
染
症
：
か
つ
て
存
在
し
た
感
染
症
で
、

一
旦
封
じ
込
め
た
か
に
見
え
た
も
の
の
再
び

流
行
を
見
せ
て
い
る
感
染
症

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
（
T
R
）
と
は
、
一
般
に
は
馴
染

み
の
な
い
言
葉
で
す
が
、
ひ
と
言
で

い
う
と
、
大
学
で
行
わ
れ
た
基
礎
研

究
の
結
果
を
、
患
者
さ
ん
の
治
療
や

診
断
に
つ
な
げ
る
「
橋
渡
し
研
究
」

と
い
う
意
味
で
す
。
2
0
0
3
年
に

米
国
医
学
研
究
所
で
定
義
さ
れ
た
も

の
で
す
。

あ
る
化
合
物
が
薬
剤
と
し
て
有
効

か
ど
う
か
判
定
す
る
場
合
、
基
礎
研

究
に
お
い
て
は
比
較
的
シ
ン
プ
ル
に

結
果
が
出
る
の
で
す
が
、
患
者
さ
ん

に
持
っ
て
い
く
ま
で
に
は
、
そ
こ
か

ら
非
常
に
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
細
胞
を
使
う
実

験
や
動
物
実
験
な
ど
に
よ
っ
て
行
う

「
非
臨
床
試
験
」
で
P
O
C
※
1
を
確

保
で
き
た
ら
、
よ
う
や
く
次
に
ヒ
ト

に
よ
る
「
臨
床
試
験
」
に
進
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
臨
床
P
O
C
を
獲

得
で
き
る
と
、
そ
の
先
に
実
用
化
の

可
能
性
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
間

に
は
多
く
の
煩
雑
な
手
続
き
や
ル
ー

ル
が
あ
り
、
一
つ
の
薬
剤
が
製
品
と

し
て
世
に
出
る
ま
で
通
常
９
〜
15
年

ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
製
薬
企
業
の
研

究
は
、
薬
剤
の
ニ
ー
ズ
や
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
基
く
目
的
（
出
口
）
が
あ
っ
て

研
究
を
進
め
て
お
り
、
薬
事
※
2
や
臨

床
開
発
部
門
が
そ
の
研
究
成
果
を
引

き
継
い
で
医
薬
品
ま
で
仕
上
げ
ま
す

が
、
学
術
機
関
で
あ
る
大
学
は
非
常

に
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
研
究

以
降
の
サ

ポ
ー
ト
機

能
が
な
い

こ
と
か
ら

基
礎
研
究

の
「
出
口
」

に
つ
な
が

る
プ
ロ
セ

ス
が
不
十

分
な
の
で

す
。現

在
、

馬
場
先
生
が
製
薬
会
社
と
共
同
で
研

究
を
進
め
ら
れ
て
い
る
事
例
の
よ
う

に
、
研
究
の
見
通
し
が
あ
る
程
度
つ

い
た
時
点
で
、
製
薬
企
業
に
つ
な
ぐ

こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

情
報
管
理
や
特
許
関
連
な
ど
の
知
財

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
出
口
戦
略
も
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
見

本
市
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
、
研
究

シ
ー
ズ
を
製
薬
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
も
私
た
ち
の
責
務
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
学
で
あ
ま
り
馴
染
み

の
な
か
っ
た
分
野
で
す
の
で
、
ま
だ

認
知
度
は
低
い
分
野
で
す
が
、
本
学

の
「
進
取
の
精
神
」
に
則
り
、
セ
ン

タ
ー
の
み
な
ら
ず
学
内
に
対
し
て
も

研
究
シ
ー
ズ
の
「
橋
渡
し
」
に
つ
い

て
の
浸
透
を
図
り
、
大
学
の
社
会
貢

献
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。

※
1

P
O
C
：Proof

O
f
C
oncept

研
究
開
発
中

で
あ
る
新
薬
候
補
物
質
の
有
用
性
や
効
果
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

※
2

　薬
事
：
製
薬
会
社
等
に
お
い
て
医
薬
品
の
承

認
申
請
や
社
内
に
お
け
る
監
査
・
教
育
を
行

う
仕
事
。
厚
生
労
働
省
へ
提
出
す
る
申
請
書

作
成
や
製
品
の
添
付
文
書
の
作
成
・
改
訂
を

行
う
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
と
の
折
衝
・
申
請

業
務
を
行
う
。

ウイルス情報テクノロジー研究分野

池田 正徳 教授
トランスレーショナルリサーチ分野

須藤 正幸 特任教授

〈ウイルス情報テクノロジー研究分野のスタッフ〉〈トランスレーショナルリサーチ分野のスタッフ〉

薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
評
価
系
技
術
を
強
み
に
、

ウ
イ
ル
ス
学
の
拠
点
と
し
て
研
究
活
動
を
推
進
。

創
薬
研
究
の
実
用
化
を
後
押
し
す
る
、

「
橋
渡
し
」の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
部
門
。

ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
クノ
ロ
ジ
ー
研
究
分
野

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
分
野
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TR三つの橋渡し
⒈基礎研究の橋渡し…知財マネジメント
⒉臨床研究への橋渡し
非臨床POC（Proof-of concept）、薬事
⒊実用化への橋渡し…産学連携（出口戦略）

特集

ヒトレトロウイルス学共同研究センター
研究体制の統合・再編によって世界水準のウイルス学研究を推進 ～ウイルス学研究のいま、そしてこれから～

鹿児島大学キャンパス

当
研
究
分
野
で
は
、
持
続
感
染
に

よ
り
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
ウ
イ
ル

ス
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
主
た
る
守
備
範
囲
は
、
が
ん

の
原
因
に
な
る
腫
瘍
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
（
H
C
V
）、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
（
H
B
V
）、
お
よ
び
ヒ
ト
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
（
H
T
L
V

－

1
）
で
す
。
化
学
合
成
し
た
ウ
イ
ル

ス
遺
伝
子
を
細
胞
に
導
入
し
て
人
工

ウ
イ
ル
ス
を
作
製
す
る
「
リ
バ
ー
ス

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
法
」
に
よ
る
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル

ス
の
タ
ン
パ
ク
質
と
宿
主
因
子
の
相

互
作
用
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
６
カ
月
以

上
肝
炎
が
持
続
す
る
慢
性
肝
炎
を
引

き
起
こ
す
の
は
、
H
B
V
、
H
C
V
、

お
よ
び
H
D
V
で
す
。
血
液
に
よ
っ

て
感
染
す
る
H
B
V
や
H
C
V
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
慢
性
肝
炎

は
致
死
的
な
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ
と

進
行
し
ま
す
。
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に

進
行
す
る
前
に
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

す
る
こ
と
が
重
要
な
予
防
策
で
す
。

当
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ら

の
ウ
イ
ル
ス
の
弱
点
を
見
つ
け
て
、

ウ
イ
ル
ス
を
撲
滅
す
る
こ
と
で
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を
開
発
す
る
た
め

に
は
、
２
つ
の
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
１
つ
は
薬
剤
の
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
２
つ
目
は
、
薬
剤
の
ア
ッ
セ

イ
※
1
の
た
め
の
培
養
細
胞
で
す
。
当

セ
ン
タ
ー
全
体
で
は
約
7
0
0
0
種

の
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
保
有
し
て

お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
評
価
系
の
技
術
が

あ
り
ま
す
。
主
要
な
３
つ
の
ウ
イ
ル

ス
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
扱
っ
て
い
ま

す
の
で
、
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
薬
剤

や
評
価
系
の
技
術
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（
S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
）
に
応
用
し
て
、
社
会
貢
献
す
る

こ
と
も
使
命
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

人
類
が
唯
一
撲
滅
で
き
た
ウ
イ
ル

ス
と
し
て
天
然
痘
が
あ
り
ま
す
が
、

S
A
R
S

－

C
o
V

－

2
は
撲
滅

が
難
し
い
特
徴
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

長
き
に
わ
た
る
付
き
合
い
に
な
っ
て

い
く
こ
と
も
予
測
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
今
後
、
新
興
感
染
症
※
2
、
再
興
感

染
症
※
3
な
ど
出
現
す
る
こ
と
も
危

惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
セ
ン
タ
ー

に
新
設
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
リ
サ
ー
チ
分
野
に
薬
事
、
薬
剤

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
先
生
も
配
置
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
長
期
的
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
1

　ア
ッ
セ
イ
：
薬
剤
の
候
補
（
化
合
物
）
が
薬

に
な
り
う
る
か
を
調
べ
る
た
め
、
細
胞
や
試

験
管
内
等
で
活
性
や
反
応
を
定
住
的
、
ま
た

は
定
量
的
に
測
定
す
る
方
法

※
2

　新
興
感
染
症
：
新
し
い
病
原
体
に
よ
る
感
染

症

※
3

　再
興
感
染
症
：
か
つ
て
存
在
し
た
感
染
症
で
、

一
旦
封
じ
込
め
た
か
に
見
え
た
も
の
の
再
び

流
行
を
見
せ
て
い
る
感
染
症

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
（
T
R
）
と
は
、
一
般
に
は
馴
染

み
の
な
い
言
葉
で
す
が
、
ひ
と
言
で

い
う
と
、
大
学
で
行
わ
れ
た
基
礎
研

究
の
結
果
を
、
患
者
さ
ん
の
治
療
や

診
断
に
つ
な
げ
る
「
橋
渡
し
研
究
」

と
い
う
意
味
で
す
。
2
0
0
3
年
に

米
国
医
学
研
究
所
で
定
義
さ
れ
た
も

の
で
す
。

あ
る
化
合
物
が
薬
剤
と
し
て
有
効

か
ど
う
か
判
定
す
る
場
合
、
基
礎
研

究
に
お
い
て
は
比
較
的
シ
ン
プ
ル
に

結
果
が
出
る
の
で
す
が
、
患
者
さ
ん

に
持
っ
て
い
く
ま
で
に
は
、
そ
こ
か

ら
非
常
に
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
細
胞
を
使
う
実

験
や
動
物
実
験
な
ど
に
よ
っ
て
行
う

「
非
臨
床
試
験
」
で
P
O
C
※
1
を
確

保
で
き
た
ら
、
よ
う
や
く
次
に
ヒ
ト

に
よ
る
「
臨
床
試
験
」
に
進
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
臨
床
P
O
C
を
獲

得
で
き
る
と
、
そ
の
先
に
実
用
化
の

可
能
性
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
間

に
は
多
く
の
煩
雑
な
手
続
き
や
ル
ー

ル
が
あ
り
、
一
つ
の
薬
剤
が
製
品
と

し
て
世
に
出
る
ま
で
通
常
９
〜
15
年

ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
製
薬
企
業
の
研

究
は
、
薬
剤
の
ニ
ー
ズ
や
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
基
く
目
的
（
出
口
）
が
あ
っ
て

研
究
を
進
め
て
お
り
、
薬
事
※
2
や
臨

床
開
発
部
門
が
そ
の
研
究
成
果
を
引

き
継
い
で
医
薬
品
ま
で
仕
上
げ
ま
す

が
、
学
術
機
関
で
あ
る
大
学
は
非
常

に
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
研
究

以
降
の
サ

ポ
ー
ト
機

能
が
な
い

こ
と
か
ら

基
礎
研
究

の
「
出
口
」

に
つ
な
が

る
プ
ロ
セ

ス
が
不
十

分
な
の
で

す
。現

在
、

馬
場
先
生
が
製
薬
会
社
と
共
同
で
研

究
を
進
め
ら
れ
て
い
る
事
例
の
よ
う

に
、
研
究
の
見
通
し
が
あ
る
程
度
つ

い
た
時
点
で
、
製
薬
企
業
に
つ
な
ぐ

こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

情
報
管
理
や
特
許
関
連
な
ど
の
知
財

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
出
口
戦
略
も
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
見

本
市
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
、
研
究

シ
ー
ズ
を
製
薬
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
も
私
た
ち
の
責
務
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
学
で
あ
ま
り
馴
染
み

の
な
か
っ
た
分
野
で
す
の
で
、
ま
だ

認
知
度
は
低
い
分
野
で
す
が
、
本
学

の
「
進
取
の
精
神
」
に
則
り
、
セ
ン

タ
ー
の
み
な
ら
ず
学
内
に
対
し
て
も

研
究
シ
ー
ズ
の
「
橋
渡
し
」
に
つ
い

て
の
浸
透
を
図
り
、
大
学
の
社
会
貢

献
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。

※
1

P
O
C
：Proof

O
f
C
oncept

研
究
開
発
中

で
あ
る
新
薬
候
補
物
質
の
有
用
性
や
効
果
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

※
2

　薬
事
：
製
薬
会
社
等
に
お
い
て
医
薬
品
の
承

認
申
請
や
社
内
に
お
け
る
監
査
・
教
育
を
行

う
仕
事
。
厚
生
労
働
省
へ
提
出
す
る
申
請
書

作
成
や
製
品
の
添
付
文
書
の
作
成
・
改
訂
を

行
う
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
と
の
折
衝
・
申
請

業
務
を
行
う
。

ウイルス情報テクノロジー研究分野

池田 正徳 教授
トランスレーショナルリサーチ分野

須藤 正幸 特任教授

〈ウイルス情報テクノロジー研究分野のスタッフ〉〈トランスレーショナルリサーチ分野のスタッフ〉

薬
剤
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
評
価
系
技
術
を
強
み
に
、

ウ
イ
ル
ス
学
の
拠
点
と
し
て
研
究
活
動
を
推
進
。

創
薬
研
究
の
実
用
化
を
後
押
し
す
る
、

「
橋
渡
し
」の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
部
門
。

ウ
イ
ル
ス
情
報
テ
クノ
ロ
ジ
ー
研
究
分
野

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
分
野
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世界を学び、考え、
自らの価値観を
相対化する。

鹿児島大学 総合科学域総合教育学系 総合教育機構 
グローバルセンター
［学位］神戸大学大学院 博士後期課程 単位取得退学　
［所属学会］日本国際政治学会、日本中東学会、日本平和学会
［専門分野］国際関係論、イラン地域研究
［研究テーマ］イランの女性と子どもの権利、日本におけ
る外国人移民問題

森田 豊子 (もりた・とよこ) 特任准教授

森
田

　豊
子
特
任
准
教
授

「
グロ
ーバル
社
会
を
生
き
る
」

（
共
通
教
育
科
目
）

グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー

の
偏
見
に
つ
い
て
触
れ
る
と
き
、パ
ソ
コ
ン

の
カ
メ
ラ
の
前
で
森
田
先
生
は
、ム
ス
リ
ム

女
性
の
象
徴
で
あ
る
黒
い
ベ
ー
ル
を
身
に
ま

と
う
。「
イ
ラ
ン
で
買
い
ま
し
た
。イ
ス
ラ
ー

ム
で
は
、女
性
を
家
族
以
外
の
男
性
か
ら
守

る
た
め
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
女
性
を
抑
圧
す
る

シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
、2
0
0
4
年
以
降
フ
ラ

ン
ス
な
ど
で
ヴ
ェ
ー
ル
着
用
を
禁
止
す
る
法

律
が
い
く
つ
も
制
定
さ
れ
ま
し
た
。日
本
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
？
学
校
で
男
性

教
師
の
前
で
水
着
に
な
れ
な
い
と
い
う
ム
ス

リ
ム
の
女
子
が
い
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
」。

森
田
先
生
の
話
に
引
き
込
ま
れ
、自
然
と
視

野
が
海
外
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。と
同
時
に
、

日
ご
ろ
い
か
に
視
線
を
外
へ
向
け
て
い
な
い

か
、と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

「
9・1
1
の
後
、イ
ス
ラ
ー
ム
は
怖
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
広
ま
る
な
か
で
、物
事
を

一
方
的
に
見
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ

と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
き
ま

し
た
。「
ム
ス
リ
ム
は
戦
争
ば
か
り
し
て
い

る
」と
し
て
、植
民
地
支
配
を
受
け
て
き
た

歴
史
や
西
洋
中
心
的
な
世
界
の
構
造
に
気

づ
か
な
い
人
が
多
い
で
す
。世
界
を
語
る
上

で
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
見
た
視
点
で
語
る
と

い
う
の
は
、多
様
な
価
値
観
を
考
え
る
良
い

訓
練
に
な
り
ま
す
」。授
業
を
受
け
て
、何
が

正
し
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
、と

言
わ
れ
る
の
が
一
番
嬉
し
い
、と
森
田
先

生
は
笑
う
。

授
業
終
盤
、ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
を

作
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
論

の
時
間
が
設
け
ら
れ
た
。「
女
性
兵
士
、中
絶

と
同
性
婚
、ベ
ー
ル
の
話
、ど
れ
で
も
い
い
の

で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」。各
グ
ル
ー
プ
の

発
表
で
は「
日
本
に
暮
ら
し
て
い
て
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
自
覚
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
」「
日
本
で
は
宗
教
的
縛

り
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、同
性
婚
に
つ
い
て

は
法
的
に
も
個
人
の
自
由
を
拡
大
す
べ
き

で
は
な
い
か
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
見
る
と
、

女
性
が
肌
を
露
出
す
る
欧
米
の
水
着
の
方

が
女
性
差
別
と
い
う
考
え
方
に
な
る
の
で

は
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
に
考
え
を
巡
ら
せ
た
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　「た
と
え
海
外
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く

と
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
や
マ
イ
ン
ド
を

学
ぶ
こ
と
は
で
き
る
は
ず
」。グ
ロ
ー
バ
ル
セ

ン
タ
ー
が
発
行
し
た
今
年
度
の「
海
外
研
修

ノ
ー
ト
」に
記
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、森
田

先
生
の
思
い
で
も
あ
る
。

　冷
戦
と
は
何
か
、平
和
と
は
何
か
、国
際

経
済
の
し
く
み
、人
権
と
は
何
か
、ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
、移
民
の
問
題
。グ

ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
の
森
田
豊
子
先
生
が

担
当
す
る
講
義「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き

る
」は
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
国
際
社
会

に
つ
い
て
学
び
、考
察
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
組
ま
れ
て
い
る
。あ
る
1
日
、オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
行
う
森
田
先
生
の
研
究
室
に
潜

入
し
て
、そ
の
講
義
風
景
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　こ
の
日
の
授
業
の
テ
ー
マ
は「
世
界
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」。ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、生

物
学
的
な
性
別
に
対
し
、社
会
的・文
化
的

に
つ
く
ら
れ
る
性
別
の
こ
と
。「
現
在
、日
本

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
、1
5
3

カ
国
中
1
2
1
位
。ア
ジ
ア
の
韓
国
や
中
国

に
比
べ
て
も
、日
本
は
断
然
低
い
で
す
。健
康

や
教
育
の
格
差
は
そ
ん
な
に
大
き
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、一
番
低
い
の
は
政
治
分
野
へ
の

進
出（
1
4
4
位
）と
経
済
格
差（
1
1
5
位
）

で
す
」。森
田
先
生
は
、1
0
0
年
前
の
イ
ギ

リ
ス
で
サ
フ
ラ
ジ
ェ
ッ
ト
と
名
乗
る
女
性
た

ち
が
起
こ
し
た
参
政
権
運
動
を
描
い
た
映

画
を
紹
介
し
、か
つ
て
全
世
界
で
女
性
の
参

政
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
に
つ

い
て
語
る
。「
ど
こ
で
差
が
出
て
き
た
の
で

し
ょ
う
？
」。3
分
の
2
を
女
性
が
占
め
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
閣
僚
の
写
真
を
示

し
、問
い
か
け
る
。「
下
院
に
お
い
て
、女
性
議

員
数
の
占
め
る
割
合
は
世
界
で
平
均
お
よ

そ
20
%
、１
位
の
ル
ワ
ン
ダ
で
は
50
%
を
超

え
て
い
ま
す
。日
本
で
は
ク
ォ
ー
タ
ー
制
※
の

導
入
も
ま
だ
早
い
の
で
は
、と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
が
、世
界
を
見
る
と
か
な
り
遅
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
わ
か
る
。こ
れ
を
変
え
て

い
く
の
か
、変
え
た
く
な
い
の
か
。皆
さ
ん
の

考
え
方
が
大
事
で
す
」

　森
田
先
生
の
専
門
は
、イ
ラ
ン
を
中
心
と

す
る
現
代
中
東
地
域
研
究
と
国
際
関
係
論
。

イ
ラ
ン
な
ど
海
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
の

経
験
も
豊
富
で
、そ
の
語
り
口
は
臨
場
感
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。戦
争
と
女
性
、中
絶
や
同

性
婚
に
関
す
る
海
外
の
議
論
と
宗
教
の
関

係
な
ど
、自
身
の
見
聞
き
し
た
事
柄
や
映

画
、書
籍
、漫
画
の
紹
介
を
交
え
つ
つ
話
が

進
め
ら
れ
る
。イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
諸
国

潜入ルポ

1
5
3
カ
国
中
1
2
1
位

ど
ん
な
状
況
に
置
か
れ
て
も

揺
さ
ぶ
ら
れ
て
、

混
乱
し
て
、見
つ
け
て
ほ
し
い

※人口比に基づき議員や管理職の一定割合を女性に振り分ける制度
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世界を学び、考え、
自らの価値観を
相対化する。

鹿児島大学 総合科学域総合教育学系 総合教育機構 
グローバルセンター
［学位］神戸大学大学院 博士後期課程 単位取得退学　
［所属学会］日本国際政治学会、日本中東学会、日本平和学会
［専門分野］国際関係論、イラン地域研究
［研究テーマ］イランの女性と子どもの権利、日本におけ
る外国人移民問題

森田 豊子 (もりた・とよこ) 特任准教授

森
田

　豊
子
特
任
准
教
授

「
グロ
ーバル
社
会
を
生
き
る
」

（
共
通
教
育
科
目
）

グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー

の
偏
見
に
つ
い
て
触
れ
る
と
き
、パ
ソ
コ
ン

の
カ
メ
ラ
の
前
で
森
田
先
生
は
、ム
ス
リ
ム

女
性
の
象
徴
で
あ
る
黒
い
ベ
ー
ル
を
身
に
ま

と
う
。「
イ
ラ
ン
で
買
い
ま
し
た
。イ
ス
ラ
ー

ム
で
は
、女
性
を
家
族
以
外
の
男
性
か
ら
守

る
た
め
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
女
性
を
抑
圧
す
る

シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
、2
0
0
4
年
以
降
フ
ラ

ン
ス
な
ど
で
ヴ
ェ
ー
ル
着
用
を
禁
止
す
る
法

律
が
い
く
つ
も
制
定
さ
れ
ま
し
た
。日
本
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
？
学
校
で
男
性

教
師
の
前
で
水
着
に
な
れ
な
い
と
い
う
ム
ス

リ
ム
の
女
子
が
い
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
」。

森
田
先
生
の
話
に
引
き
込
ま
れ
、自
然
と
視

野
が
海
外
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。と
同
時
に
、

日
ご
ろ
い
か
に
視
線
を
外
へ
向
け
て
い
な
い

か
、と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

「
9・1
1
の
後
、イ
ス
ラ
ー
ム
は
怖
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
広
ま
る
な
か
で
、物
事
を

一
方
的
に
見
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ

と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
き
ま

し
た
。「
ム
ス
リ
ム
は
戦
争
ば
か
り
し
て
い

る
」と
し
て
、植
民
地
支
配
を
受
け
て
き
た

歴
史
や
西
洋
中
心
的
な
世
界
の
構
造
に
気

づ
か
な
い
人
が
多
い
で
す
。世
界
を
語
る
上

で
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
見
た
視
点
で
語
る
と

い
う
の
は
、多
様
な
価
値
観
を
考
え
る
良
い

訓
練
に
な
り
ま
す
」。授
業
を
受
け
て
、何
が

正
し
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
、と

言
わ
れ
る
の
が
一
番
嬉
し
い
、と
森
田
先

生
は
笑
う
。

授
業
終
盤
、ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
を

作
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
論

の
時
間
が
設
け
ら
れ
た
。「
女
性
兵
士
、中
絶

と
同
性
婚
、ベ
ー
ル
の
話
、ど
れ
で
も
い
い
の

で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」。各
グ
ル
ー
プ
の

発
表
で
は「
日
本
に
暮
ら
し
て
い
て
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
自
覚
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
」「
日
本
で
は
宗
教
的
縛

り
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、同
性
婚
に
つ
い
て

は
法
的
に
も
個
人
の
自
由
を
拡
大
す
べ
き

で
は
な
い
か
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
見
る
と
、

女
性
が
肌
を
露
出
す
る
欧
米
の
水
着
の
方

が
女
性
差
別
と
い
う
考
え
方
に
な
る
の
で

は
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
に
考
え
を
巡
ら
せ
た
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　「た
と
え
海
外
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く

と
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
や
マ
イ
ン
ド
を

学
ぶ
こ
と
は
で
き
る
は
ず
」。グ
ロ
ー
バ
ル
セ

ン
タ
ー
が
発
行
し
た
今
年
度
の「
海
外
研
修

ノ
ー
ト
」に
記
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、森
田

先
生
の
思
い
で
も
あ
る
。

　冷
戦
と
は
何
か
、平
和
と
は
何
か
、国
際

経
済
の
し
く
み
、人
権
と
は
何
か
、ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
、移
民
の
問
題
。グ

ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
の
森
田
豊
子
先
生
が

担
当
す
る
講
義「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き

る
」は
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
国
際
社
会

に
つ
い
て
学
び
、考
察
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
組
ま
れ
て
い
る
。あ
る
1
日
、オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
行
う
森
田
先
生
の
研
究
室
に
潜

入
し
て
、そ
の
講
義
風
景
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　こ
の
日
の
授
業
の
テ
ー
マ
は「
世
界
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」。ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、生

物
学
的
な
性
別
に
対
し
、社
会
的・文
化
的

に
つ
く
ら
れ
る
性
別
の
こ
と
。「
現
在
、日
本

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
、1
5
3

カ
国
中
1
2
1
位
。ア
ジ
ア
の
韓
国
や
中
国

に
比
べ
て
も
、日
本
は
断
然
低
い
で
す
。健
康

や
教
育
の
格
差
は
そ
ん
な
に
大
き
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、一
番
低
い
の
は
政
治
分
野
へ
の

進
出（
1
4
4
位
）と
経
済
格
差（
1
1
5
位
）

で
す
」。森
田
先
生
は
、1
0
0
年
前
の
イ
ギ

リ
ス
で
サ
フ
ラ
ジ
ェ
ッ
ト
と
名
乗
る
女
性
た

ち
が
起
こ
し
た
参
政
権
運
動
を
描
い
た
映

画
を
紹
介
し
、か
つ
て
全
世
界
で
女
性
の
参

政
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
に
つ

い
て
語
る
。「
ど
こ
で
差
が
出
て
き
た
の
で

し
ょ
う
？
」。3
分
の
2
を
女
性
が
占
め
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
閣
僚
の
写
真
を
示

し
、問
い
か
け
る
。「
下
院
に
お
い
て
、女
性
議

員
数
の
占
め
る
割
合
は
世
界
で
平
均
お
よ

そ
20
%
、１
位
の
ル
ワ
ン
ダ
で
は
50
%
を
超

え
て
い
ま
す
。日
本
で
は
ク
ォ
ー
タ
ー
制
※
の

導
入
も
ま
だ
早
い
の
で
は
、と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
が
、世
界
を
見
る
と
か
な
り
遅
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
わ
か
る
。こ
れ
を
変
え
て

い
く
の
か
、変
え
た
く
な
い
の
か
。皆
さ
ん
の

考
え
方
が
大
事
で
す
」

　森
田
先
生
の
専
門
は
、イ
ラ
ン
を
中
心
と

す
る
現
代
中
東
地
域
研
究
と
国
際
関
係
論
。

イ
ラ
ン
な
ど
海
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
の

経
験
も
豊
富
で
、そ
の
語
り
口
は
臨
場
感
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。戦
争
と
女
性
、中
絶
や
同

性
婚
に
関
す
る
海
外
の
議
論
と
宗
教
の
関

係
な
ど
、自
身
の
見
聞
き
し
た
事
柄
や
映

画
、書
籍
、漫
画
の
紹
介
を
交
え
つ
つ
話
が

進
め
ら
れ
る
。イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
諸
国

潜入ルポ

1
5
3
カ
国
中
1
2
1
位

ど
ん
な
状
況
に
置
か
れ
て
も

揺
さ
ぶ
ら
れ
て
、

混
乱
し
て
、見
つ
け
て
ほ
し
い

※人口比に基づき議員や管理職の一定割合を女性に振り分ける制度
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思
っ
て
教
え
て
い
る
、と
一
人
の

先
生
に
言
わ
れ
て
。６
年
間
も
在

籍
し
た
が
、こ
の
言
葉
を
聞
け
て

良
か
っ
た
」。ひ
と
段
落
し
た
ら
、

鹿
大
で
学
び
直
し
た
い
、と
母
校

へ
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

　南
風
ベ
ジ
フ
ァ
ー
ム
に
は
、受

賞
を
き
っ
か
け
に
視
察
や
見
学

に
訪
れ
る
人
も
増
え
ま
し
た
。

「
外
と
中
を
つ
な
ぐ
場
所
」と
し

て
秦
泉
寺
さ
ん
は
昨
年
、カ
フ
ェ

を
オ
ー
プ
ン
。景
観
を
引
き
た
て

る
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン

は
、2
0
2
1
年
、鹿
児
島
県
の

主
催
す
る
第
7
回「
人
・
ま
ち
・

デ
ザ
イ
ン
賞
」を
受
賞
し
ま
し

た
。次
な
る
取
り
組
み
と
し
て
、

地
域
の
高
齢
者
を
バ
ス
で
送
迎

し
、買
い
物
と
食
事
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
新
た
な
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
、と
言
う

け
ど
、出
過
ぎ
た
ら
、流
れ
を
作

れ
る
人
間
に
な
れ
る
。若
い
人
た

ち
に
、も
っ
と
出
て
し
ま
え
、と

言
い
た
い
で
す
ね
」。笑
う
秦
泉

寺
さ
ん
の
肩
越
し
に
、実
家
の
畑

か
ら
移
植
し
、こ
の
地
に
根
づ
い

た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木
が
見
え

ま
し
た
。

あ
る
人
が「
転
ば
な
い
で
」生
き

て
い
け
る
社
会
へ
の
思
い
を
語

り
ま
す
。

　秦
泉
寺
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

道
の
り
は「
お
よ
そ
順
風
満
帆

と
は
程
遠
い
」も
の
で
し
た
。本

学
入
学
前
は
、医
学
部
を
目
指

し
な
が
ら
3
年
を
費
や
し
、4

年
目
の
春
、仕
方
な
く
鹿
児
島

へ
。「
仮
面
浪
人
で
も
し
て
、ま

た
ど
こ
か
の
医
学
部
を
受
け
よ

う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、『
浪

人
時
代
も
含
め
4
年
分
の
学
費

は
出
し
た
か
ら
、あ
と
は
自
力

で
卒
業
を
』と
い
う
、ま
さ
か
の

電
話
が
母
か
ら
あ
っ
て
」。医
学

へ
の
道
を
断
念
し
た
秦
泉
寺
さ

ん
は
、絶
望
の
な
か
、塾
講
師
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
深
夜
ま

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け
持
ち
し
、

紆
余
曲
折
の
6
年
間
の
学
生
生

活
を
経
て
卒
業
証
書
を
手
に
し

ま
す
。「
物
理
を
学
び
た
く
て
入

学
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
為

に
、物
理
を
学
ん
で
何
に
な
る

と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
も
あ
る
時
、物
理
は
物
事
を

論
理
的
に
考
察
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
根
源
的
ツ
ー
ル
。社
会

に
出
て
か
ら
も
役
に
立
つ
と

賞
は
嬉
し
い
け
ど
、本

当
は
、障
が
い
を
持
つ

方
へ
の
支
援
が
当
た
り
前
の
こ

と
に
な
る
の
が
一
番
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
」。南
さ
つ
ま
市

を
拠
点
に
農
産
物
生
産
・
加
工

を
手
が
け
る
㈱
南
風
ベ
ジ

フ
ァ
ー
ム
は
2
0
1
5
年
、障

が
い
者
福
祉
事
業
を
ス
タ
ー

ト
。5
年
間
で
障
が
い
者
40
人

を
含
む
60
人
の
雇
用
を
創
出
し
、

農
作
業
の
受
委
託
を
通
じ
地
域

の
農
家
の
負
担
を
軽
減
し
て
い

る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
、農
林

水
産
省
に
よ
る
2
0
1
9
年
度

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む

ら
）の
宝
」全
国
優
良
事
例
の
一

つ
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。「
特

に
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は
、

働
き
手
不
足
は
切
実
。障
が
い

が
あ
る
方
を
支
援
す
る
、と
い

う
の
で
は
な
く
、障
が
い
が
あ

る
方
で
も
働
け
る
施
設
を
作
っ

て
、会
社
も
利
用
者
さ
ん
も
地

域
も
w
i
n
‐
w
i
n
の
関
係

に
な
れ
る
モ
デ
ル
を
作
っ
た
ん

で
す
」。同
社
を
主
宰
す
る
理
学

部
O
B
の
秦
泉
寺
弘
さ
ん
は
、

活
動
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
へ
の

喜
び
と
と
も
に
、ハ
ン
デ
ィ
の

「
受

2

1 3

5

64

7
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。
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思
っ
て
教
え
て
い
る
、と
一
人
の

先
生
に
言
わ
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て
。６
年
間
も
在

籍
し
た
が
、こ
の
言
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を
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け
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た
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落
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、
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れ
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。

「
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ー
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催
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・
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し
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を
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で
送
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し
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と
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を
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で
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ビ
ジ
ネ
ス
を
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ま
す
。
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れ
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植
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の
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の
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を
受
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と
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す
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な
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。
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デ
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の
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つ
て
多
重
人
格
障
害
と
呼

ば
れ
た
解
離
性
同
一
性
障

害
は
、ひ
と
り
の
人
間
の
中
に
い
く

つ
も
の
人
格
が
現
れ
、あ
る
人
格

が
現
れ
て
い
る
時
に
は
、別
の
人
格

で
あ
る
時
の
記
憶
を
持
た
な
い
と

い
う
精
神
的
な
病
の一つ
。別
人
格

（
副
人
格
）が
罪
を
犯
し
、本
人（
主

人
格
）が
そ
の
行
為
を
覚
え
て
い

な
い
場
合
、刑
事
責
任
は
問
う
こ

と
が
で
き
る
の
か
？
そ
ん
な
複
雑

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、国
内
で
先
駆

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
法
学
者
が

上
原
大
祐
先
生
。法
学
に
加
え
、

精
神
医
学
や
哲
学
、心
理
学
な
ど

多
分
野
の
知
見
を
取
り
入
れ
、新

し
い
分
野
の
探
究
を
続
け
る
上
原

先
生
に
、法
学
を
学
ぶ
意
義
や
面

白
さ
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

法
学
と
は
、「
法
解
釈
の
方
法
を

学
ぶ
学
問
」と
、上
原
先
生
。法
を

論
理
的
に
解
釈
す
る
道
筋
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
、「
人
を
殺

し
た
」と
い
う
事
例
を
挙
げ
、話
を

進
め
る
。「
①
包
丁
で
刺
し
て
死
亡

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。②
素
手
で
殴
っ

た
ら
打
ち
ど
こ
ろ
が
悪
く
、死
亡

な
る
の
か
な
、と
思
っ
た
こ
と
が〝
責

任
能
力
〞を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
動
機

で
す
」。当
時
、国
内
で
は
解
離
性

同一性
障
害
そ
の
も
の
に
関
す
る
研

究
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
かっ

た
た
め
、裁
判
事
例
も
１
、2
件
。

「
大
学
院
で
は
、ア
メ
リ
カ
の
議
論

を
日
本
に
紹
介
す
る
形
の
論
文
を

書
き
ま
し
た
が
、当
時
、学
会
で
は

見
向
き
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」。

だ
が
、こ
こ
20
数
年
の
間
に
国
内
で

も
30
件
余
り
の
裁
判
例
が
出
て
き

た
と
い
う
。

若
い
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、い
ろ
ん
な
分
野
に
関
心
を
持
っ

て
ほ
し
い
、と
上
原
先
生
。「
私
自

身
、家
族
の
影
響
で
も
と
も
と
医

学
に
興
味
が
あ
り
、心
理
学
の
本

も
ず
い
ぶ
ん
読
み
ま
し
た
。文
学
や

哲
学
の
世
界
に
も
心
ひ
か
れ
ま

す
。現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、自
分

の
興
味
、関
心
を
全
て
ミ
ッ
ク
ス
し

た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
」。

自
分
の
興
味
、関
心
と
新
し
い
知

識
や
学
び
を
組
み
合
わ
せ
、新
し

い
発
想
や
知
見
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
指
し
て
ほ
し
い
、と
話
す
。

を
排
し
、

問
題
解
決
の

基
準
を
公
正
に

導
き
出
す
た
め
の
ツ
ー

ル
な
の
だ
。「
長
い
人
間
の
歴

史
や
営
み
か
ら
導
き
出
さ
れ
、社

会
全
体
が
納
得
で
き
る
共
通
の

ル
ー
ル
が
法
律
で
す
。絶
対
的
な
正

解
は
な
い
し
、正
解
は
時
代
と
と
も

に
変
わっ
て
い
く
。正
解
に
ど
う
やっ

て
近
づい
て
い
く
か
、模
索
し
続
け
て

い
る
学
問
だ
と
言
え
ま
す
」。文
学

と
似
て
い
る
、と
先
生
は
言
う
。

　上
原
先
生
が「
解
離
性
同一性
障

害
患
者
た
る
被
告
人
の
刑
事
責
任

能
力
」と
い
う
研
究
テ
ー
マ
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

学
生
時
代
に
読
ん
だ
小
説
や
漫

画
。ち
ょ
う
ど
高
校
生
か
ら
大
学

生
に
か
け
て
の
時
期
、実
在
の
人
物

を
モ
デ
ル
に
書
か
れ
た「
24
人
の
ビ

リ
ー
ミ
リ
ガ
ン
」を
は
じ
め
、解
離

性
同
一
性
障
害
者（
多
重
人
格
障

害
者
）に
よ
る
犯
罪
を
テ
ー
マ
と
し

た
小
説
や
漫
画
が
ブ
ー
ム
に
。「
ド

ラ
マ
で
は
、犯
人
が
捕
ま
っ
て
終
わ

り
で
す
が
、裁
判
を
や
っ
た
ら
ど
う

論
理
的

な
根
拠
が
大
事
に

な
り
ま
す
」。〝
殺
し
た
〞と
い
う
言

葉
は〝
自
然
の
死
期
に
先
立
っ
て
、

故
意
に
他
人
の
死
を
惹
起
す
る
こ

と
〞と
、刑
法
で
は
定
義
づ
け
ら
れ

て
い
る
。そ
こ
か
ら
、怪
我
を
さ
せ
て

死
な
せ
て
し
ま
う
、誤
っ
て
死
な
せ

て
し
ま
う
、と
は
異
な
る
概
念
で
あ

る
と
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。解
釈
の
手
が
か
り
は
、一

つ
の
条
文
だ
け
で
は
な
く
他
の
条

文
を
見
る
こ
と
、と
上
原
先
生
は

話
す
。②
の
ケ
ー
ス
に
は
刑
法
２
０

５
条「
身
体
を
傷
害
し
、よ
っ
て
人

を
死
亡
さ
せ
た
者
は
、３
年
以
上

の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。」が
適
用

さ
れ
、③
の
ケ
ー
ス
に
は
刑
法
２
１

０
条「
過
失
に
よ
り
人
を
死
亡
さ

せ
た
者
は
、50
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。」が
適
用
さ
れ
る
。「
法

学
は
、言
葉
の
意
味
を
確
定
し
て
い

く
作
業
で
す
」。法
律
と
は
、感
情

さ
せ
た
。③
階
段
で
よ
ろ
け
た
と
こ

ろ
、前
の
人
を
突
き
飛
ば
し
て
し
ま

い
、打
ち
ど
こ
ろ
が
悪
く
、死
亡
さ

せ
た
。こ
の
３
例
の
中
で
、人
を〝
殺

し
た
〞、に
当
て
は
ま
る
の
は
ど
れ
で

し
ょ
う
か
？
全
部
で
し
ょ
う
か
？

」。ち
な
み
に
、殺
人
に
つ
い
て
の
刑

罰
を
定
め
た
法
律
は
、刑
法
１
９

９
条「
人
を
殺
し
た
者
は
、死
刑
又

は
無
期
も
し
く
は
五
年
以
上
の
懲

役
に
処
す
る
」で
あ
る
。（
読
者
の
皆

さ
ん
も
、こ
こ
で
し
ば
し
、お
考
え
く

だ
さ
い
）

　結
論
は
、上
記
３
つ
の
事
例
の
う

ち
、刑
法
に
お
い
て〝
殺
し
た
〞に
該

当
す
る
の
は
①
の
事
例
の
み
。「
直

感
的
に
は
、死
な
せ
た
と
い
う
こ
と

で
は
全
部
一
緒
で
す
が
、答
え
を
導

き
出
す
に
は
、条
文
の〝
殺
し
た
〞と

い
う
言
葉
の
範
囲
を
解
釈
す
る
、

法とは、社会に存在する、人間が作り上げてきたルール。
法学を学ぶことは、論理的で普遍的な結論を導き出す、

思考の訓練になります。

か

Scholar Interview

研究室から

広島大学大学院社会科学研究科 博士後期課程2009年3月単位取得
退学、2011年4月鹿児島大学 法文学部 准教授着任、2017年4月よ
り現職
■所属学会：日本医事法学会、日本刑法学会
■専門分野：刑法
■研究テーマ：○解離性同一性障害患者たる被告人の刑事責任能力 
○刑事責任と人格の同一性

上原　大祐（うえはら・だいすけ）Profile

こ
れ
は
、殺
人
で
し
ょ
う
か
？

「
24
人
の
ビ
リ
ー
・
ミ
リ
ガ
ン
」

の
責
任
能
力
と
は
？

興
味
と
学
び
を
融
合

さ
せ
て
新
た
な
発
想
へ

法
文
学
部

法
文
学
部

上
原

大
祐
准
教
授

オンライン授業にあたり、受講生のス
トレスを軽減するため音響、照明にも
こだわっている。

異分野の連携を図り平成27年、「鹿児
島　法と心理研究会」を立ち上げた。
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つ
て
多
重
人
格
障
害
と
呼

ば
れ
た
解
離
性
同
一
性
障

害
は
、ひ
と
り
の
人
間
の
中
に
い
く

つ
も
の
人
格
が
現
れ
、あ
る
人
格

が
現
れ
て
い
る
時
に
は
、別
の
人
格

で
あ
る
時
の
記
憶
を
持
た
な
い
と

い
う
精
神
的
な
病
の一つ
。別
人
格

（
副
人
格
）が
罪
を
犯
し
、本
人（
主

人
格
）が
そ
の
行
為
を
覚
え
て
い

な
い
場
合
、刑
事
責
任
は
問
う
こ

と
が
で
き
る
の
か
？
そ
ん
な
複
雑

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、国
内
で
先
駆

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
法
学
者
が

上
原
大
祐
先
生
。法
学
に
加
え
、

精
神
医
学
や
哲
学
、心
理
学
な
ど

多
分
野
の
知
見
を
取
り
入
れ
、新

し
い
分
野
の
探
究
を
続
け
る
上
原

先
生
に
、法
学
を
学
ぶ
意
義
や
面

白
さ
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

法
学
と
は
、「
法
解
釈
の
方
法
を

学
ぶ
学
問
」と
、上
原
先
生
。法
を

論
理
的
に
解
釈
す
る
道
筋
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
、「
人
を
殺

し
た
」と
い
う
事
例
を
挙
げ
、話
を

進
め
る
。「
①
包
丁
で
刺
し
て
死
亡

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。②
素
手
で
殴
っ

た
ら
打
ち
ど
こ
ろ
が
悪
く
、死
亡

な
る
の
か
な
、と
思
っ
た
こ
と
が〝
責

任
能
力
〞を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
動
機

で
す
」。当
時
、国
内
で
は
解
離
性

同一性
障
害
そ
の
も
の
に
関
す
る
研

究
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
かっ

た
た
め
、裁
判
事
例
も
１
、2
件
。

「
大
学
院
で
は
、ア
メ
リ
カ
の
議
論

を
日
本
に
紹
介
す
る
形
の
論
文
を

書
き
ま
し
た
が
、当
時
、学
会
で
は

見
向
き
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」。

だ
が
、こ
こ
20
数
年
の
間
に
国
内
で

も
30
件
余
り
の
裁
判
例
が
出
て
き

た
と
い
う
。

若
い
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、い
ろ
ん
な
分
野
に
関
心
を
持
っ

て
ほ
し
い
、と
上
原
先
生
。「
私
自

身
、家
族
の
影
響
で
も
と
も
と
医

学
に
興
味
が
あ
り
、心
理
学
の
本

も
ず
い
ぶ
ん
読
み
ま
し
た
。文
学
や

哲
学
の
世
界
に
も
心
ひ
か
れ
ま

す
。現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、自
分

の
興
味
、関
心
を
全
て
ミ
ッ
ク
ス
し

た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
」。

自
分
の
興
味
、関
心
と
新
し
い
知

識
や
学
び
を
組
み
合
わ
せ
、新
し

い
発
想
や
知
見
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
指
し
て
ほ
し
い
、と
話
す
。

を
排
し
、

問
題
解
決
の

基
準
を
公
正
に

導
き
出
す
た
め
の
ツ
ー

ル
な
の
だ
。「
長
い
人
間
の
歴

史
や
営
み
か
ら
導
き
出
さ
れ
、社

会
全
体
が
納
得
で
き
る
共
通
の

ル
ー
ル
が
法
律
で
す
。絶
対
的
な
正

解
は
な
い
し
、正
解
は
時
代
と
と
も

に
変
わっ
て
い
く
。正
解
に
ど
う
やっ

て
近
づい
て
い
く
か
、模
索
し
続
け
て

い
る
学
問
だ
と
言
え
ま
す
」。文
学

と
似
て
い
る
、と
先
生
は
言
う
。

　上
原
先
生
が「
解
離
性
同一性
障

害
患
者
た
る
被
告
人
の
刑
事
責
任

能
力
」と
い
う
研
究
テ
ー
マ
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

学
生
時
代
に
読
ん
だ
小
説
や
漫

画
。ち
ょ
う
ど
高
校
生
か
ら
大
学

生
に
か
け
て
の
時
期
、実
在
の
人
物

を
モ
デ
ル
に
書
か
れ
た「
24
人
の
ビ

リ
ー
ミ
リ
ガ
ン
」を
は
じ
め
、解
離

性
同
一
性
障
害
者（
多
重
人
格
障

害
者
）に
よ
る
犯
罪
を
テ
ー
マ
と
し

た
小
説
や
漫
画
が
ブ
ー
ム
に
。「
ド

ラ
マ
で
は
、犯
人
が
捕
ま
っ
て
終
わ

り
で
す
が
、裁
判
を
や
っ
た
ら
ど
う

論
理
的

な
根
拠
が
大
事
に

な
り
ま
す
」。〝
殺
し
た
〞と
い
う
言

葉
は〝
自
然
の
死
期
に
先
立
っ
て
、

故
意
に
他
人
の
死
を
惹
起
す
る
こ

と
〞と
、刑
法
で
は
定
義
づ
け
ら
れ

て
い
る
。そ
こ
か
ら
、怪
我
を
さ
せ
て

死
な
せ
て
し
ま
う
、誤
っ
て
死
な
せ

て
し
ま
う
、と
は
異
な
る
概
念
で
あ

る
と
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。解
釈
の
手
が
か
り
は
、一

つ
の
条
文
だ
け
で
は
な
く
他
の
条

文
を
見
る
こ
と
、と
上
原
先
生
は

話
す
。②
の
ケ
ー
ス
に
は
刑
法
２
０

５
条「
身
体
を
傷
害
し
、よ
っ
て
人

を
死
亡
さ
せ
た
者
は
、３
年
以
上

の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。」が
適
用

さ
れ
、③
の
ケ
ー
ス
に
は
刑
法
２
１

０
条「
過
失
に
よ
り
人
を
死
亡
さ

せ
た
者
は
、50
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。」が
適
用
さ
れ
る
。「
法

学
は
、言
葉
の
意
味
を
確
定
し
て
い

く
作
業
で
す
」。法
律
と
は
、感
情

さ
せ
た
。③
階
段
で
よ
ろ
け
た
と
こ

ろ
、前
の
人
を
突
き
飛
ば
し
て
し
ま

い
、打
ち
ど
こ
ろ
が
悪
く
、死
亡
さ

せ
た
。こ
の
３
例
の
中
で
、人
を〝
殺

し
た
〞、に
当
て
は
ま
る
の
は
ど
れ
で

し
ょ
う
か
？
全
部
で
し
ょ
う
か
？

」。ち
な
み
に
、殺
人
に
つ
い
て
の
刑

罰
を
定
め
た
法
律
は
、刑
法
１
９

９
条「
人
を
殺
し
た
者
は
、死
刑
又

は
無
期
も
し
く
は
五
年
以
上
の
懲

役
に
処
す
る
」で
あ
る
。（
読
者
の
皆

さ
ん
も
、こ
こ
で
し
ば
し
、お
考
え
く

だ
さ
い
）

　結
論
は
、上
記
３
つ
の
事
例
の
う

ち
、刑
法
に
お
い
て〝
殺
し
た
〞に
該

当
す
る
の
は
①
の
事
例
の
み
。「
直

感
的
に
は
、死
な
せ
た
と
い
う
こ
と

で
は
全
部
一
緒
で
す
が
、答
え
を
導

き
出
す
に
は
、条
文
の〝
殺
し
た
〞と

い
う
言
葉
の
範
囲
を
解
釈
す
る
、

法とは、社会に存在する、人間が作り上げてきたルール。
法学を学ぶことは、論理的で普遍的な結論を導き出す、

思考の訓練になります。

か

Scholar Interview

研究室から

広島大学大学院社会科学研究科 博士後期課程2009年3月単位取得
退学、2011年4月鹿児島大学 法文学部 准教授着任、2017年4月よ
り現職
■所属学会：日本医事法学会、日本刑法学会
■専門分野：刑法
■研究テーマ：○解離性同一性障害患者たる被告人の刑事責任能力 
○刑事責任と人格の同一性

上原　大祐（うえはら・だいすけ）Profile

こ
れ
は
、殺
人
で
し
ょ
う
か
？

「
24
人
の
ビ
リ
ー
・
ミ
リ
ガ
ン
」

の
責
任
能
力
と
は
？

興
味
と
学
び
を
融
合

さ
せ
て
新
た
な
発
想
へ

法
文
学
部

法
文
学
部

上
原

大
祐
准
教
授

オンライン授業にあたり、受講生のス
トレスを軽減するため音響、照明にも
こだわっている。

異分野の連携を図り平成27年、「鹿児
島　法と心理研究会」を立ち上げた。
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の
タ
ネ

Needs

Seeds

歯
科
治
療
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

〜
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
て
目
指
す

　
　歯
科
治
療
技
術
の
集
積
と
精
度
向
上
〜

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

歯
科
生
体
材
料
学
分
野

菊
地
聖
史
教
授

第 六 回

appeal point

appeal point

歯科治療支援ソフトウェア及び治療ロボットの開発を通じ、歯科治療における曖昧さを
排除し、治療を最適化し、技術革新の速度向上を目指します。優れた治療技術の蓄積、
継承を実現し、教育への応用も期待できます。

※1 CAD：Computer-Aided Designコンピューター支援設計、CAM：Computer-Aided Manufacturingコンピューター支援製造
※2 歯科用ハンドピース：歯などを削るときに使用する歯科医療機器
※3 Software-Defined Dentistry(SDD)：菊地先生が提唱する、ソフトウェアによって定義される歯科治療

歯科技工領域において既に導入されているCAD/CAMシステムと統合することで、歯
科修復物の適合精度が向上します。装着後の脱落や破損、二次う蝕（むし歯）などの
トラブルの減少が期待できます。

産学連携に関する相談・お問い合わせ窓口：産学・地域共創センター　☎099-285-8491

近
年
、歯
科
医
療
に
C
A
D
/

C
A
M
※
1
技
術
が
導
入
さ
れ
、歯
科
技
工

領
域
を
中
心
と
し
て
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
ん
でい
ま
す
。一
方
、歯
の
形
成（
切
削
）

は
、歯
科
用
ハン
ド
ピ
ー
ス
※
2
に
よ
る
手
作

業
で
行
わ
れ
てい
る
の
が
現
状
で
す
。歯
の

切
削
は
、歯
科
修
復
物（
詰
め
物
や
被
せ
物

な
ど
）製
作
の
出
発
点
で
あ
り
、そ
の
技
術

は
、以
降
の
全
て
の
工
程
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。と
り
わ
け
、ジ
ルコニ
ア
セ
ラ
ミッ
ク
ス

な
ど
の
新
し
い
材
料
や
C
A
D
/
C
A
M

な
ど
の
先
進
技
術
の
利
点
を
最
大
限
に
活

か
す
に
は
、切
削
精
度
の
さ
ら
な
る
向
上
が

求
め
ら
れ
てい
ま
す
。

菊
地
先
生
の
研
究
室
で
は
、治
療
の
一
部

を
自
動
化
す
る
歯
科
治
療
ロ
ボ
ッ
ト
を
開

発
す
る
こ
と
で
、歯
の
切
削
か
ら
型
取
り
、

歯
科
修
復
物
の
設

計・製
作
ま
で
の

全
行
程
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る「
フ
ル
デ

ジ
タ
ル
歯
科
用

C
A
D
/
C
A
M

シ
ス
テ
ム
」の
開
発

を
目
指
し
、研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

歯
科
切
削
な
ど
の
治
療
技
術
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
ロ

ボ
ッ
ト
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
実

現
で
き
れ
ば「Softw

are-D
efined 

D
entistry

」が
具
現
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。現
在
、歯
科
医
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
治
療
技
術
が
ソ
フ
ト
ウェア

と
し
て「
見
え
る
化
」さ
れ
る
こ
と
で
、

ば
ら
つ
き
の
解
消
や
治
療
の
最
適
化

を
実
現
す
る
ほ
か
、技
術
の
蓄
積
と

継
承
、技
術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
向
上
、

歯
科
教
育
へ
の
応
用
な
ど
、多
く
の

派
生
効
果
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、既
に
歯
科
技
工
領
域
に
導

入
さ
れ
て
い
る
C
A
D
/
C
A
M
シ

ス
テ
ム
と
の
統
合
に
よ
り
、歯
の
切

削
か
ら
修
復
物
製
作
ま
で
全
工
程

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
実
現
す
れ
ば
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
の
メ
リ
ッ
ト
が
最

大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。そ
の
結
果
、歯
科
修
復

物
の
適
合
精
度
が
向
上
し
、装
着
後

の
脱
落
や
破
損
、二
次
う
蝕（
む
し

歯
）な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
減
少
し
、新

し
い
材
料
の
活
用
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

研究の背景および目的

期待される成果

【歯科医療の精度を高める上で不可欠な治療領域のデジタル化】

【Software-Defined Dentistry※3の具現化による歯科医療のレベル向上】

研究の概要
1アナログからデジタルへ
　歯を削る範囲は、歯の大きさや形、う蝕の範囲、あるいは修復に用いる材料などによっ
て異なるため、条件に合わせた切削形状の設計法の開発が不可欠です。本研究では、
歯の特徴点を基準とし、円弧やベジエ曲線などの幾何要素を一定のルールに基づいて
配置することで、滑らかで最狭部まで工具が到達可能な形状を設計する方法を考案し
ています。さらに、従来のハンドピースによる切削では明確な基準がなかった切削条件や
切削手順について、条件の最適化や制御方法の検討を行っています。研究室では、これ
まで歯科医師に委ねられていた治療技術・ノウハウをデジタル化について進めてきまし
た。治療のノウハウを明確化したソフトウェアをロボットというハードウェアによって体現さ
せる画期的な治療法を「ソフトウェア・デファインド歯科」として学会等において提唱して
います。（図１）
最終的には、フルデジタル歯科用CAD/CAM

システムのコンセプトに基づき、従来の歯科用
CAD/CAMシステムとの統合を目指していま
す。（図2）

3チーム「鹿児島大学」による研究体制
　掲載した歯科治療ロボットは、第1号となる試作機です。現在、よりコンパクトで機能性を高めた次号機を開発中で
す。ロボット開発にあたっては、菊地先生の研究室と本学理工学研究科の近藤英二教授、熊澤典良准教授との共同に
より研究を進めており、装置試作に関しては、同研究科の地域コトづくりセンターの全面的協力を得ています。また、特
許出願に関しては、本学の南九州・南西諸島域共創機構 産学・地域共創センターのサポートの下、行っています。まさ
に「チーム鹿大」による研究・開発が進められています。

　口腔内での切削の自動化には多くの課題があります。中でも安全性の確保は最優先されるべき課題であるため、患
者さんの急な動きなどの緊急事態を想定した、さまざまな安全機構を検討しています。それでも不可避の緊急事態に備
え、無人運転は意図しておらず、歯科医師の管理・監督の下で自動切削を行うことを前提としています。現時点での歯
科医療システムの下、歯科医師及び患者さんの心理的側面など、種々の要因を考慮して導き出した方針です。

2歯科医師の管理・監督下での運用

現
在
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
情
報
通
信
技
術
が

導
入
さ
れ
、我
々
の
生
活
に
画
期
的
な
変
化
を
も
た
ら
し

つつ
あ
り
ま
す
。歯
科
も
例
外
で
は
な
く
、「
歯
科
技
工
」に

つ
い
て
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
詰
め
物
や
被
せ
物
な

ど
を
自
動
的
に
製
作
す
る
C
A
D
/
C
A
M
シ
ス
テ
ム

が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。一
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、虫
歯
を
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な
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歯
科
治
療
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し

て
歯
科
医
師
の
熟
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支
え
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て
い
ま
す
。歯
科
治
療
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

を
導
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す
る
と
い
う
ア
イ
ディ
ア
は
、誰
で
も
思
い
つ
く
こ
と
で
す
が
、技
術
的
課
題

や
法
規
制
を
乗
り
越
え
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、患
者
さ
ん
や
歯
科
医
師
へ
の
配
慮

も
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
、実
用
化
の
ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
高
く
、企
業
が
手

を
出
し
に
く
い
領
域
で
す
。し
か
し
、そ
の
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な
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こ
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※3 Software-Defined Dentistry(SDD)：菊地先生が提唱する、ソフトウェアによって定義される歯科治療
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Topics

鹿大トピックス

鹿大トピックス

• 奄美大島及び徳之島の世界自然遺産推薦地に関する
 連携協定を締結

10月26日、環境省沖縄奄美自然環境事務所、鹿児島県、国立大学法人鹿児島大学及
び国立研究開発法人国立環境研究所生物・生態系環境研究センターの４者による、奄美
大島及び徳之島の世界自然遺産推薦地に関する連携協定式があり、佐野輝学長が協定書
に署名しました。
本協定は、世界自然遺産推薦地のうち奄美大島及び徳之島において、4者の連携のもと、

長期的な調査研究を促進して両島の自然環境・文化等に関す
る科学的・専門的知見を蓄積し、モニタリングや科学的な管理の
基盤を整備し、世界自然遺産推薦地の保全管理に貢献するとともに、奄美群島国立
公園の生態系管理型及び環境文化型の保全管理の担い手となる人材育成を図ること
を目的とするもの。
今後は4者が相互に連携・協力し、それぞれの資源や機能などの活用を図りながら、
奄美大島及び徳之島の世界自然遺産推薦地の保全管理への貢献、保全管理に係る人
材育成を目指すこととしています。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 令和2年度後期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を挙行
12月23日、令和2年度後期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を挙行しました。
この奨学金は、優秀な私費外国人留学生に対し経済的支援を行い、学習効果を高
めることを目的に授与するもの。今回は、2020年4月に入学したものの、新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大に伴う世界的な渡航制限により、日本に長く入国でき
なかった留学生2名を含む8名を奨学生として選出、奨学金を授与しました。
式では後援会会長である佐野 輝学長が、留学生一人ひとりに奨学金を手渡した
後、「世界が新型コロナウイルスの影響を受け大変な状況の中、不慣れな異国の地で勉学に励んでおられる皆様の努
力の成果として奨学金を得られたこと、お祝い申し上げます。」と祝辞を述べ、「これからも積極的に学ぶ姿勢を持ち
続け、留学を終えた後は母国との架け橋になっていただきたい」と激励しました。
キム オチョルさん（農林水産学研究科1年）は、奨学生を代表し、「現在、新型コロナウイルスが猛威をふるっており、
経済的に困窮している学生も多いが、奨学金は私たちの助けになり、非常にありがたい。奨学金に込められた私たち
への期待に応えられるよう努力し、鹿児島大学に恩返しできるよう研究に励みたい」と感謝と抱負が述べられました。

──────────────────────────────────────────────────────────

• ラグビー部準優勝！ 第71回全国地区対抗大学ラグビー大会
本学ラグビー部が第71回全国地区対抗大学大会に出場し、準優勝しました。
九州代表として3年連続18回目の出場となった今回は、初戦、松山大学（中・四国代表）に56-7で勝利し、続く準
決勝では、前回王者で連覇を狙う東京学芸大学（関東1区代表）を21-19と2点差で下しました。

決勝では強豪・大阪体育大学と対戦。序盤から、昨年まで関西大学Aリーグ（1
部）でプレーしていた同大の猛攻にあい、前半0-36で折り返すも、後半は意地を
見せ、39分と42分に連続で2トライを決めました。結果、14-71と敗れたものの、
2016年、2017年以来の準優勝となりました。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため無観客試合となった今大会は、1月2
日、パロマ瑞穂ラグビー場（愛知県）で開幕し、1月6日の決勝戦をもって全日
程を終えました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 学生が「20年後の鹿児島を見すえたまちづくり」を提案。
 都市計画マスタープランワークショップ成果発表会を開催

1月18日、鹿児島市の「第二次かごしま都市マスタープラン（骨子案）外部リンク」について考える学生ワーク
ショップの成果発表会が鹿児島市役所で開催され、本学の学生27名が「20年後の鹿児島」を見すえたまちづくりの
アイデアを提案しました。
このワークショップは、まちづくりに若い世代の意見を取り入れることを目的に、鹿児島市が市内6大学で開催して
いるもの。「余暇・観光」「産業」「教育・文化」「移動」「生活空間」をテーマとした5グループに分かれ、各テーマにお
ける「鹿児島市の現状」や「20年後の鹿児島市での生活イメージ」等を、市職員や教員も交えながら議論してきました。
今回はこれまでの議論を総括し、グループごとにまとめたまちづくりのための施策案について発表が行われ、発表
を聞いた下鶴 隆央鹿児島市長からは、「20年後の皆さんは、今の私と同じ年の頃。この中から市長になる人が出て、
今回の提案をぜひ、実現して欲しい。」と学生への激励が送られました。
鹿児島市の第二次都市マスタープランは2021年度に策定される予定です。
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ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

株
式
会
社
南
日
本
放
送

株
式
会
社
九
州
タ
ブ
チ

有
村
商
事
株
式
会
社

鎌
田
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
南
日
本
銀
行

株
式
会
社
カ
ク
イ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
南
給

中
川
運
輸
株
式
会
社

株
式
会
社
ブ
ン
カ
巧
芸
社

九
州
共
同
株
式
会
社

株
式
会
社
栄
研
設
備

サ
ツ
マ
薬
品
株
式
会
社

鹿
児
島
大
学
教
職
員
組
合
理
学
部
支
部

株
式
会
社
鹿
児
島
銀
行

ア
プ
ラ
イ
ド
株
式
会
社

医
療
法
人
福
賀
会

整
形
外
科
福
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

鹿
児
島
大
学
精
神
科
医
局

医
療
法
人
ひ
ま
わ
り
歯
科

◆
古
本
募
金

安
田

　祐
子

松
田

　洋
介

大
島

　弘
三

上
薗

　俊
弘

並
木

　俊
樹

野
上

　哲
夫

松
尾

　奈
津
実

石
橋

　孝
久

山
下

　佳
世

岡
田

　猛

小
林

　義
孝

安
部

　淳
一

澤
井

　隆
志

河
野

　も
と
子

川
田
原

　正
樹

福
田

　恭
子

前
田

　安
徳

勝
濱

　良
博

小
西

　央
郎

平
松

　凜
花

大
峰

　悠
矢

尾
林

　聡

渡
辺

　淳

加
藤

　和
恵

花
房

　る
り
子

榊

　春
美

鶴
田

　純
子

竹
内

　由
美

四
本

　美
由
紀

三
次

　充
和

日
置

　敦
子

池
田

　拓
男

皆
村

　武
一

福
田

　章

山
下

　實

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

六
十
三
名

◆
歯
学
部
基
金

【
四
十
四
万
円
】

鹿
児
島
大
学
歯
学
部
後
援
会

【
五
万
円
】

荒
川

　綾
子

太
田

　博
見

柳
田

　敏
孝

田
口

　則
宏

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

南

　弘
之

梶
原

　浩
喜

松
本

　祐
子

か
じ
は
ら
歯
科
医
院

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

十
名

◆
鹿
児
島
大
学
病
院
基
金

【
百
万
円
】

株
式
会
社
サ
ニ
タ
リ
ー

一
般
財
団
法
人
親
和
会

【
五
十
万
円
】

社
会
医
療
法
人
緑
泉
会

【
三
十
万
円
】

坂
本

　泰
二

【
二
十
万
円
】

佐
野

　輝

【
十
一
万
円
】

浜
田

　長
輝

【
十
万
円
】

岡
野

　晃

杉
浦

　剛

吉
浦

　敬

佐
潟

　芳
久

医
療
法
人
潤
愛
会
鮫
島
病
院

医
療
法
人
和
芳
会
小
林
中
央
眼
科

公
益
社
団
法
人
昭
和
会

【
五
万
円
】

鶴
丸

　髙
久

宮
内

　ス
ミ
ヨ

菊
谷

　さ
お
り

岡
本

　康
裕

九
綿
設
備
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
大
城

【
三
万
円
】

岩
下

　正
美

轟
木

　睦
美

赤
崎

　安
昭

杉
村

　光
隆

山
口

　忠
雄

山
下

　聖
二

武
田

　泰
生

な
か
む
ら
歯
科
医
院

【
二
万
円
】

又
木

　雄
弘

【
一
万
円
】

濱
洲

　穂
積

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

尾
﨑

　建

春
田

　壽
英

石
塚

　賢
治

大
園

　信
栄

南

　弘
之

青
崎

　真
一
郎

田
邊

　弘
美

片
平

　剛
吉

植
村

　弘
子

宮
薗

　幸
江

畠

　広
子

薗
田

　誠
二

嘉
戸

　英
二

小
寺

　ユ
リ
子

大
石

　充

於
保

　孝
彦

中
村

　雅
之

西
之
薗

　直
記

西
谷

　佳
浩

小
林

　裕
明

古
川

　良
尚

大
脇

　哲
洋

中
川

　昌
之

大
塚

　隆
生

山
村

　未
美

脇
野

　龍
也

赤
崎

　雄
一

下
之
園

　俊
之

古
里

　嘉
啓

吉
本

　幸
司

萩
元

　美
恵
野

白
濵

　一
喜

西
郷

　康
正

政
元

　い
ず
み

橘

　榮

浅
山

　恵
子

奥
野

　真
湖

新
内

　俊
昭

井
本

　浩

医
療
法
人
一
誠
会
三
宅
病
院

医
療
法
人
静
和
会
み
な
と
病
院

田
原
内
科

公
益
財
団
法
人

鹿
児
島
県
民
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人
明
輝
会

医
療
法
人
ク
オ
ラ

医
療
法
人
玉
水
会

株
式
会
社
ジ
ャ
ス
ト
タ
イ
ム
二
十
四

鹿
児
島
水
処
理
株
式
会
社

有
限
会
社
渕
上
事
務
器

医
療
法
人
厚
生
会

電
新
デ
ジ
ッ
ク
株
式
会
社

有
限
会
社
ミ
ツ
ゾ
ノ
防
水

株
式
会
社
M
i
s
u
m
i

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

有
限
会
社
毎
日
工
芸
社

株
式
会
社
し
ん
ぷ
く

株
式
会
社
愛
歯

出
水
郡
医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

八
十
一
名

◆
練
習
船
基
金

【
五
万
円
】

遠
矢

　良
樹

【
五
千
円
】

鮎
川

　秋
徳

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

辻
口

　忠
男

西
元

　頌
二

幅
野

　明
正

村
岡

　祐
輔

岩
元

　善
巳

濱
崎

　健
一

増
永

　利
朗

犬
童

　弘
文

安
樂

　和
彦

鬼
丸

　久
徳

東

　論
史

鹿
児
島
ド
ッ
ク
鉄
工
株
式
会
社

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

七
名

◆
医
学
部
医
学
科
教
育
基
金

【
二
万
円
】

宮
原

　広
典

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

中
村

　雅
之

松
山

　賢
治

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

二
名

◆
教
育
学
部
附
属
学
校
園
基
金

【
十
万
円
】

山
口

　武
志

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

有
倉

　巳
幸

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

一
名

◆
動
物
病
院
基
金

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

瀬
戸
口

　浩

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

四
名

◆
日
本
野
球
誕
生
百
二
十
五
周
年

　中
馬
庚
先
生
記
念
試
合
基
金

【
一
万
円
】

内
野

　公
貴

渡
邊

　睦

【
四
千
円
】

梶
田

　和
宏

【
三
千
円
】

鈴
木

　道
雄

【
千
円
】

佐
藤

　由
美

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

亀
山

　正
樹

田
邊

　幾
之
助

山
口

　幸
太
郎

松
田

　典
久

桃
木
野

　聡

児
玉

　勇

尾
辻

　憲
昭

中
村

　浩
一

立
山

　佳
人

米
田

　貴
子

米
田

　敏
雄

小
森

　誠
吾

小
橋
口

　桂
嗣

前
田

　晶
子

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
十
七
名

◆
工
学
部
創
立
七
十
五
周
年

　記
念
事
業
基
金

【
十
万
円
】

渡
邊

　睦

【
五
万
円
】

竹
迫

　清

曽
我

　和
弘

【
三
万
円
】

江
口

　之
浩

廣
崎

　雅
之

【
一
万
円
】

原

　英
基

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

田
口

　哲
志

加
藤

　孝
明

岡
村

　純
也

木
方

　十
根

福
島

　誠
治

城
森

　直
人

山
崎

　洋
樹

西
野

　法
朋

佐
伯

　憲
二

藤
本

　啓
輔

二
宮

　秀
興

千
田

　修
司

松
崎

　健
一
郎

高
口

　裕
芝

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

七
名

鹿大「進取の精神」支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心よりお礼申し上げます。お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただ

きます。ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載いたしておりません。今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。
令和3年3月   国立大学法人鹿児島大学   学長　佐野 輝

【2020年1月から2020年12月までの寄附者様】 （順不同・敬称略）

◆
一
般
資
金
及
び
修
学
支
援
事
業
基
金
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Topics

鹿大トピックス

鹿大トピックス

• 奄美大島及び徳之島の世界自然遺産推薦地に関する
 連携協定を締結

10月26日、環境省沖縄奄美自然環境事務所、鹿児島県、国立大学法人鹿児島大学及
び国立研究開発法人国立環境研究所生物・生態系環境研究センターの４者による、奄美
大島及び徳之島の世界自然遺産推薦地に関する連携協定式があり、佐野輝学長が協定書
に署名しました。
本協定は、世界自然遺産推薦地のうち奄美大島及び徳之島において、4者の連携のもと、

長期的な調査研究を促進して両島の自然環境・文化等に関す
る科学的・専門的知見を蓄積し、モニタリングや科学的な管理の
基盤を整備し、世界自然遺産推薦地の保全管理に貢献するとともに、奄美群島国立
公園の生態系管理型及び環境文化型の保全管理の担い手となる人材育成を図ること
を目的とするもの。
今後は4者が相互に連携・協力し、それぞれの資源や機能などの活用を図りながら、
奄美大島及び徳之島の世界自然遺産推薦地の保全管理への貢献、保全管理に係る人
材育成を目指すこととしています。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 令和2年度後期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を挙行
12月23日、令和2年度後期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を挙行しました。
この奨学金は、優秀な私費外国人留学生に対し経済的支援を行い、学習効果を高
めることを目的に授与するもの。今回は、2020年4月に入学したものの、新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大に伴う世界的な渡航制限により、日本に長く入国でき
なかった留学生2名を含む8名を奨学生として選出、奨学金を授与しました。
式では後援会会長である佐野 輝学長が、留学生一人ひとりに奨学金を手渡した
後、「世界が新型コロナウイルスの影響を受け大変な状況の中、不慣れな異国の地で勉学に励んでおられる皆様の努
力の成果として奨学金を得られたこと、お祝い申し上げます。」と祝辞を述べ、「これからも積極的に学ぶ姿勢を持ち
続け、留学を終えた後は母国との架け橋になっていただきたい」と激励しました。
キム オチョルさん（農林水産学研究科1年）は、奨学生を代表し、「現在、新型コロナウイルスが猛威をふるっており、
経済的に困窮している学生も多いが、奨学金は私たちの助けになり、非常にありがたい。奨学金に込められた私たち
への期待に応えられるよう努力し、鹿児島大学に恩返しできるよう研究に励みたい」と感謝と抱負が述べられました。

──────────────────────────────────────────────────────────

• ラグビー部準優勝！ 第71回全国地区対抗大学ラグビー大会
本学ラグビー部が第71回全国地区対抗大学大会に出場し、準優勝しました。
九州代表として3年連続18回目の出場となった今回は、初戦、松山大学（中・四国代表）に56-7で勝利し、続く準
決勝では、前回王者で連覇を狙う東京学芸大学（関東1区代表）を21-19と2点差で下しました。

決勝では強豪・大阪体育大学と対戦。序盤から、昨年まで関西大学Aリーグ（1
部）でプレーしていた同大の猛攻にあい、前半0-36で折り返すも、後半は意地を
見せ、39分と42分に連続で2トライを決めました。結果、14-71と敗れたものの、
2016年、2017年以来の準優勝となりました。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため無観客試合となった今大会は、1月2
日、パロマ瑞穂ラグビー場（愛知県）で開幕し、1月6日の決勝戦をもって全日
程を終えました。

───────────────────────────────────────────────────────────

• 学生が「20年後の鹿児島を見すえたまちづくり」を提案。
 都市計画マスタープランワークショップ成果発表会を開催

1月18日、鹿児島市の「第二次かごしま都市マスタープラン（骨子案）外部リンク」について考える学生ワーク
ショップの成果発表会が鹿児島市役所で開催され、本学の学生27名が「20年後の鹿児島」を見すえたまちづくりの
アイデアを提案しました。
このワークショップは、まちづくりに若い世代の意見を取り入れることを目的に、鹿児島市が市内6大学で開催して
いるもの。「余暇・観光」「産業」「教育・文化」「移動」「生活空間」をテーマとした5グループに分かれ、各テーマにお
ける「鹿児島市の現状」や「20年後の鹿児島市での生活イメージ」等を、市職員や教員も交えながら議論してきました。
今回はこれまでの議論を総括し、グループごとにまとめたまちづくりのための施策案について発表が行われ、発表
を聞いた下鶴 隆央鹿児島市長からは、「20年後の皆さんは、今の私と同じ年の頃。この中から市長になる人が出て、
今回の提案をぜひ、実現して欲しい。」と学生への激励が送られました。
鹿児島市の第二次都市マスタープランは2021年度に策定される予定です。

2020.10 - 2021.2

個
人

【
二
百
万
円
】

江
口

　正
純

【
五
十
万
円
】

佐
野

　輝

【
二
十
一
万
円
】

赤
崎

　安
昭

【
二
十
万
円
】

野
口

　愛
子

左
近
充

　浩
一

比
嘉

　健
裕

福
本

　滉
太
郎

木
下

　英
二

【
十
万
円
】

冨
田

　克
利

水
流

　賢
志

川
畑

　秋
馬

【
八
万
円
】

松
成

　裕
子

【
五
万
円
】

内
山

　修
一

遠
矢

　良
樹

伊
東

　祐
二

伊
東

　文
子

古
川

　良
尚

山
口

　武
志

坂
巻

　祥
孝

宮
本

　篤

【
四
万
円
】

畝
田
谷
桂
子

林

　敬
人

谷
口

　昇

【
三
万
円
】

中
原

　睦
美

杉
村

　光
隆

山
口

　明
伸

【
二
万
円
】

野
澤

　和
生

山
本

　吉
朗

【
一
万
円
】

濱
田

　浩
朗

松
田

　潤
一

今
辻

　幸
二

山
口

　や
よ
い

竹
岡

　健
一

福
島

　誠
治

【
千
円
】

辻

　潔

大
久
保

　大
介

【
ご
芳
名
の
み
掲
載

希
望
の
寄
附
者
様
】

田
中

　賢
治

根
路
銘

　安
仁

米
田

　敏
雄

下
田

　智
子

新
地

　洋
之

橋
本

　不
可
思

宿
里

　芳
孝

小
田

　和
秀

立
岩

　洋
一

東

　樹
志

風
間

　広
仁

宮
本

　貴
浩

杉
尾

　功

山
田

　雄
一

河
本

　梓

三
井

　薫

小
見
山

　祐
一

橋
口

　昭
大

西
谷

　佳
浩

網
谷

　東
方

二
宮

　雄
一

三
好

　宣
彰

及
川

　豊

浅
山

　典
久

土
山

　道
弘

森
川

　勇
一

木
方

　十
根

池
田

　義
之

小
原

　恭
子

永
山

　務

村
岡

　祐
輔

前
田

　雅
人

並
松

　靖
子

西
牟
田

　な
つ
み

山
木

　宏
明

ド
ナ
キ
ー
ニ
ー
ル

樋
ノ
口

　正
光

田
口

　佳
奈
子

後
藤

　貴
文

石
崎

　宗
周

加
藤

　和
恵

大
脇

　哲
洋

小
澤

　結
花

張

　秀
娟

岩
井

　久

吉
満

　誠

於
保

　孝
彦

馬
場

　昌
範

本
山

　早
苗

山
口

　さ
お
り

渡
邊

　睦

水
田

　敬

江
幡

　恵
吾

平
山

　斉

小
野

　智
司

幅
野

　明
正

森

　隆
子

仲
谷

　幸
浩

井
上

　尚
美

網
谷

　真
理
恵

伊
牟
田

　均

Ｎ
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ａ

　Ｊ
Ｏ
Ｈ
Ｎ

上
笹
貫

　太
郎

上
谷

　順
三
郎

平
野

　謙
一
郎

宇
都
宮

　敦
浩

平
野

　恵
子

三
宅

　一
範

田
中

　恵
理
子

大
石

　英
史

寺
薗

　英
之

池
川

　直

西
園

　敏
郎

髙
見

　龍
也

池
田

　稔

野
口

　和
行

隅
田

　泰
生

武
隈

　晃

三
好

　和
睦

河
野

　嘉
文

山
本

　雅
史

小
山

　雄
資

越
塩

　俊
介

候

　徳
興

有
倉

　巳
幸

秋
月

　大
輔

鮎
川

　秋
徳

西
村

　正
宏

宮
野

　英
彦

山
下

　憲
一
郞

内
山

　正
樹

河
内
迫

　夕
市

河
内
迫

　純
子

上
原

　直
子

大
重

　匡

畠

　広
子

田
中

　智
雄

桑
畑

　安
丈

立
和
名

　幸
洋

金
井

　静
香

小
林

　裕
明

坂
元

　繭

三
橋

　廷
央

松
葉
瀬

　昭
仁

楠
原

　良
成

木
村

　健
一

岩
﨑

　弘
志

田
畑

　文
子

松
田

　忠
大

通
山

　裕
樹

手
塚

　祐
輔

中
村

　智
子

春
田

　奈
央
子

林

　未
登
里

尾
崎

　孝
宏

住
吉

　文
夫

竹
内

　宏

八
代

　利
香

小
湊

　葉
月

中
尾

　優
子

嶽
崎

　俊
郎

松
浦

　洋
人

寺
岡

　行
雄

堀
江

　雄
二

城
戸

　秀
之

谷

　淳
至

瀬
戸
口

　浩

丹
羽

　謙
治

米
山

　政
晴

藤
井

　伸
平

野
間

　尚
宜

田
代

　正
一

坂
本

　泰
二

田
浦

　悟

大
山

　祐
紀
子

今
村

　果
音

堤

　清

中
島

　勝
秀

浅
野

　敏
之

久
見
木

　大
介

安
樂

　和
彦

松
本

　祐
子

野
澤

　知
弘

【
掲
載
を
希
望

さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
百
六
名

団
体
等

【
一
千
万
円
】

一
般
財
団
法
人
岩
崎
育
英
文
化
財
団

【
百
万
円
】

鹿
児
島
大
学
事
務
協
議
会
一
同

株
式
会
社
M
i
s
u
m
i

【
五
十
万
円
】

野
里
電
気
工
業
株
式
会
社

【
三
十
五
万
四
四
六
六
円
】

鹿
児
島
大
学
理
工
学
研
究
科
技
術
部

実
験
・
実
習
技
術
研
究
会
2
0
2
0

鹿
児
島
大
学

【
三
十
万
円
】

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
同
窓
会

【
二
十
万
円
】

エ
ス
オ
ー
シ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
鹿
児
島

坂
元
醸
造
株
式
会
社

株
式
会
社
南
日
本
総
合
サ
ー
ビ
ス

【
十
万
円
】

ソ
フ
ト
マ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
西
原
商
会

大
福
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社

株
式
会
社
東
条
設
計

野
村
證
券
株
式
会
社
鹿
児
島
支
店

鹿
児
島
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

株
式
会
社
エ
フ
ワ
ン

イ
ン
フ
ラ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
鹿
児
島
株
式
会
社

一
般
社
団
法
人
建
造
物
診
断
技
術
研
究
会

【
五
万
円
】

鹿
児
島
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社

【
三
万
円
】

鹿
児
島
大
学
教
職
員
組
合
教
育
学
部
支
部

【
団
体
等
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

カ
ク
イ
株
式
会
社

鹿
児
島
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

株
式
会
社
南
日
本
放
送

株
式
会
社
九
州
タ
ブ
チ

有
村
商
事
株
式
会
社

鎌
田
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
南
日
本
銀
行

株
式
会
社
カ
ク
イ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
南
給

中
川
運
輸
株
式
会
社

株
式
会
社
ブ
ン
カ
巧
芸
社

九
州
共
同
株
式
会
社

株
式
会
社
栄
研
設
備

サ
ツ
マ
薬
品
株
式
会
社

鹿
児
島
大
学
教
職
員
組
合
理
学
部
支
部

株
式
会
社
鹿
児
島
銀
行

ア
プ
ラ
イ
ド
株
式
会
社

医
療
法
人
福
賀
会

整
形
外
科
福
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

鹿
児
島
大
学
精
神
科
医
局

医
療
法
人
ひ
ま
わ
り
歯
科

◆
古
本
募
金

安
田

　祐
子

松
田

　洋
介

大
島

　弘
三

上
薗

　俊
弘

並
木

　俊
樹

野
上

　哲
夫

松
尾

　奈
津
実

石
橋

　孝
久

山
下

　佳
世

岡
田

　猛

小
林

　義
孝

安
部

　淳
一

澤
井

　隆
志

河
野

　も
と
子

川
田
原

　正
樹

福
田

　恭
子

前
田

　安
徳

勝
濱

　良
博

小
西

　央
郎

平
松

　凜
花

大
峰

　悠
矢

尾
林

　聡

渡
辺

　淳

加
藤

　和
恵

花
房

　る
り
子

榊

　春
美

鶴
田

　純
子

竹
内

　由
美

四
本

　美
由
紀

三
次

　充
和

日
置

　敦
子

池
田

　拓
男

皆
村

　武
一

福
田

　章

山
下

　實

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

六
十
三
名

◆
歯
学
部
基
金

【
四
十
四
万
円
】

鹿
児
島
大
学
歯
学
部
後
援
会

【
五
万
円
】

荒
川

　綾
子

太
田

　博
見

柳
田

　敏
孝

田
口

　則
宏

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

南

　弘
之

梶
原

　浩
喜

松
本

　祐
子

か
じ
は
ら
歯
科
医
院

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

十
名

◆
鹿
児
島
大
学
病
院
基
金

【
百
万
円
】

株
式
会
社
サ
ニ
タ
リ
ー

一
般
財
団
法
人
親
和
会

【
五
十
万
円
】

社
会
医
療
法
人
緑
泉
会

【
三
十
万
円
】

坂
本

　泰
二

【
二
十
万
円
】

佐
野

　輝

【
十
一
万
円
】

浜
田

　長
輝

【
十
万
円
】

岡
野

　晃

杉
浦

　剛

吉
浦

　敬

佐
潟

　芳
久

医
療
法
人
潤
愛
会
鮫
島
病
院

医
療
法
人
和
芳
会
小
林
中
央
眼
科

公
益
社
団
法
人
昭
和
会

【
五
万
円
】

鶴
丸

　髙
久

宮
内

　ス
ミ
ヨ

菊
谷

　さ
お
り

岡
本

　康
裕

九
綿
設
備
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
大
城

【
三
万
円
】

岩
下

　正
美

轟
木

　睦
美

赤
崎

　安
昭

杉
村

　光
隆

山
口

　忠
雄

山
下

　聖
二

武
田

　泰
生

な
か
む
ら
歯
科
医
院

【
二
万
円
】

又
木

　雄
弘

【
一
万
円
】

濱
洲

　穂
積

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

尾
﨑

　建

春
田

　壽
英

石
塚

　賢
治

大
園

　信
栄

南

　弘
之

青
崎

　真
一
郎

田
邊

　弘
美

片
平

　剛
吉

植
村

　弘
子

宮
薗

　幸
江

畠

　広
子

薗
田

　誠
二

嘉
戸

　英
二

小
寺

　ユ
リ
子

大
石

　充

於
保

　孝
彦

中
村

　雅
之

西
之
薗

　直
記

西
谷

　佳
浩

小
林

　裕
明

古
川

　良
尚

大
脇

　哲
洋

中
川

　昌
之

大
塚

　隆
生

山
村

　未
美

脇
野

　龍
也

赤
崎

　雄
一

下
之
園

　俊
之

古
里

　嘉
啓

吉
本

　幸
司

萩
元

　美
恵
野

白
濵

　一
喜

西
郷

　康
正

政
元

　い
ず
み

橘

　榮

浅
山

　恵
子

奥
野

　真
湖

新
内

　俊
昭

井
本

　浩

医
療
法
人
一
誠
会
三
宅
病
院

医
療
法
人
静
和
会
み
な
と
病
院

田
原
内
科

公
益
財
団
法
人

鹿
児
島
県
民
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人
明
輝
会

医
療
法
人
ク
オ
ラ

医
療
法
人
玉
水
会

株
式
会
社
ジ
ャ
ス
ト
タ
イ
ム
二
十
四

鹿
児
島
水
処
理
株
式
会
社

有
限
会
社
渕
上
事
務
器

医
療
法
人
厚
生
会

電
新
デ
ジ
ッ
ク
株
式
会
社

有
限
会
社
ミ
ツ
ゾ
ノ
防
水

株
式
会
社
M
i
s
u
m
i

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

有
限
会
社
毎
日
工
芸
社

株
式
会
社
し
ん
ぷ
く

株
式
会
社
愛
歯

出
水
郡
医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

八
十
一
名

◆
練
習
船
基
金

【
五
万
円
】

遠
矢

　良
樹

【
五
千
円
】

鮎
川

　秋
徳

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

辻
口

　忠
男

西
元

　頌
二

幅
野

　明
正

村
岡

　祐
輔

岩
元

　善
巳

濱
崎

　健
一

増
永

　利
朗

犬
童

　弘
文

安
樂

　和
彦

鬼
丸

　久
徳

東

　論
史

鹿
児
島
ド
ッ
ク
鉄
工
株
式
会
社

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

七
名

◆
医
学
部
医
学
科
教
育
基
金

【
二
万
円
】

宮
原

　広
典

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

中
村

　雅
之

松
山

　賢
治

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

二
名

◆
教
育
学
部
附
属
学
校
園
基
金

【
十
万
円
】

山
口

　武
志

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

有
倉

　巳
幸

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

一
名

◆
動
物
病
院
基
金

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

瀬
戸
口

　浩

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

四
名

◆
日
本
野
球
誕
生
百
二
十
五
周
年

　中
馬
庚
先
生
記
念
試
合
基
金

【
一
万
円
】

内
野

　公
貴

渡
邊

　睦

【
四
千
円
】

梶
田

　和
宏

【
三
千
円
】

鈴
木

　道
雄

【
千
円
】

佐
藤

　由
美

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

亀
山

　正
樹

田
邊

　幾
之
助

山
口

　幸
太
郎

松
田

　典
久

桃
木
野

　聡

児
玉

　勇

尾
辻

　憲
昭

中
村

　浩
一

立
山

　佳
人

米
田

　貴
子

米
田

　敏
雄

小
森

　誠
吾

小
橋
口

　桂
嗣

前
田

　晶
子

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
十
七
名

◆
工
学
部
創
立
七
十
五
周
年

　記
念
事
業
基
金

【
十
万
円
】

渡
邊

　睦

【
五
万
円
】

竹
迫

　清

曽
我

　和
弘

【
三
万
円
】

江
口

　之
浩

廣
崎

　雅
之

【
一
万
円
】

原

　英
基

【
ご
芳
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

田
口

　哲
志

加
藤

　孝
明

岡
村

　純
也

木
方

　十
根

福
島

　誠
治

城
森

　直
人

山
崎

　洋
樹

西
野

　法
朋

佐
伯

　憲
二

藤
本

　啓
輔

二
宮

　秀
興

千
田

　修
司

松
崎

　健
一
郎

高
口

　裕
芝

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

七
名

鹿大「進取の精神」支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心よりお礼申し上げます。お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただ

きます。ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載いたしておりません。今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。
令和3年3月   国立大学法人鹿児島大学   学長　佐野 輝

【2020年1月から2020年12月までの寄附者様】 （順不同・敬称略）
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び
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援
事
業
基
金
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進め! 
鹿大生

鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育
の推進や地域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組む
ため、鹿大「進取の精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしてお
ります。つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税
法上の優遇措置の対象となります。

【お問い合わせ先】　鹿児島大学総務課基金・渉外係
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-7034
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

教育学研究科 教育実践総合専攻2年
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取
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。
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薩摩琵琶製作を教わった先
輩の惠谷林太郎さんと

限られた時数の中で、生徒自身が感じ取り、思考を深め
る授業を展開します

音色を知るため取り組む弾
奏の練習。発表会にもチャ
レンジ

ケヤキなどの硬木を手作業に
よって時間をかけて作り上げま
す

座右の銘

「
い
ま
か
ら
、

  

こ
こ
か
ら
」

落ちこんだとき、つらいとき、たのしいとき、嬉しいとき、どん
な時でもいまからここから、前向きに、そしておごることなく、
進んでいける言葉です。

• 第10回 食と健康に関するシンポジウム
 「食と健康で創る！鹿児島の新たな成長産業」を開催

2月1日、鹿児島県工業倶楽部
と共同で「第10回食と健康に関
するシンポジウム」を開催し、企
業関係者や一般市民など約160名
が参加しました。
はじめに、佐野 輝学長と岩元
正孝鹿児島県工業倶楽部会長によ
る挨拶の後、塩田康一鹿児島県知
事による基調講演がありました。
続いて、堀内正久医歯学総合研究科教授が、効果的な食べ合わ
せ「食材連携」について講演し、鹿児島の食産業と働く女性を支
援する方策として「高校給食」を提案しました。また、礒田博子
筑波大学生命環境系教授の講演では、構築する食資源の機能性評
価システムによる国内外との共同研究、鹿児島のムラサキイモの
抗老化機能の実験成果などが披露されました。
今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、参加は事前申
し込みのみ、収容人員の半数以下で受付を終了し、当日は、検温・
消毒等万全の対策を行い、シンポジウムは盛会裏に終了しました。

─────────────────────────────────

• 【寄稿】「樟寿会便り」
新型コロナウイルス感染症の深刻な拡大は、この一年余りの間
に、私たちの日常の生活様式や社会の在り方を一変させました。
こうした中で、私たちの樟寿会の活動の在り方も大きな影響を受
けて、令和２年度の総会と懇親会は中止を余儀なくされました。
また、樟寿会のあらたな体験型活動の試みとして企画していた旧
薩摩藩の「錫山鉱山遺跡」見学会も中止せざるを得ませんでした。
このように活動の在り方に大きな制約が生まれたコロナ禍の下
で、どのようにして樟寿会の目的を実現するのか。このことが樟
寿会運営の課題となった一年でもありました。
ところで、人と人との身近な接触が制約され、不要不急の外出
の自粛が求められる時だからこそ、あらゆる知恵と手段を駆使し
てお互いに情報を発信し、メッセージを伝え合うことが必要で有
意義でもあるでしょう。そこで、樟寿会の活動にこれまで以上に
樟寿会のメーリングリストを積極的に活用することとし、会員が
メーリングリストを通してお互いに情報やメッセージを気軽に発
信し合える「ひろば」を開設することにしました。
この「ひろば」には、私たちの期待
に応えて、元学長の田中弘允先生が「大
学の再構築を考える」のテーマで、元
法文学部で鉱物資源学が専門の志賀美
英先生が「薩摩藩営錫山鉱山の遺構に
ついて」のテーマで、それぞれ興味深
く貴重な情報を寄せてくださいました。
「ひろば」に寄せられたこれらの情報は、
樟寿会のホームページにも掲載する予
定です。コロナ禍はいまだに収束の兆し
が見えない状況ですが、この「ひろば」には、一人でも多くの会
員が、いつでも気軽に参加してくださいますよう期待しています。
なお、メールアドレスを開示していただいた会員は、樟寿会メー
リングリストへのアクセスができます。メールアドレスをお持ち
で、まだアドレスを開示されていない会員は、ふるって樟寿会の
坂東義雄幹事長（連絡先が不明な場合は、鹿児島大学総務部総務
課総務係 ssoum@kuas.kagoshima-u.ac.jp）までご連絡ください。

錫山鉱山遺構の島津家家紋入り
坑口（志賀美英先生提供）
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の推進や地域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組む
ため、鹿大「進取の精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしてお
ります。つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税
法上の優遇措置の対象となります。
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進んでいける言葉です。

• 第10回 食と健康に関するシンポジウム
 「食と健康で創る！鹿児島の新たな成長産業」を開催

2月1日、鹿児島県工業倶楽部
と共同で「第10回食と健康に関
するシンポジウム」を開催し、企
業関係者や一般市民など約160名
が参加しました。
はじめに、佐野 輝学長と岩元
正孝鹿児島県工業倶楽部会長によ
る挨拶の後、塩田康一鹿児島県知
事による基調講演がありました。
続いて、堀内正久医歯学総合研究科教授が、効果的な食べ合わ
せ「食材連携」について講演し、鹿児島の食産業と働く女性を支
援する方策として「高校給食」を提案しました。また、礒田博子
筑波大学生命環境系教授の講演では、構築する食資源の機能性評
価システムによる国内外との共同研究、鹿児島のムラサキイモの
抗老化機能の実験成果などが披露されました。
今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、参加は事前申
し込みのみ、収容人員の半数以下で受付を終了し、当日は、検温・
消毒等万全の対策を行い、シンポジウムは盛会裏に終了しました。
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• 【寄稿】「樟寿会便り」
新型コロナウイルス感染症の深刻な拡大は、この一年余りの間
に、私たちの日常の生活様式や社会の在り方を一変させました。
こうした中で、私たちの樟寿会の活動の在り方も大きな影響を受
けて、令和２年度の総会と懇親会は中止を余儀なくされました。
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で、どのようにして樟寿会の目的を実現するのか。このことが樟
寿会運営の課題となった一年でもありました。
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の自粛が求められる時だからこそ、あらゆる知恵と手段を駆使し
てお互いに情報を発信し、メッセージを伝え合うことが必要で有
意義でもあるでしょう。そこで、樟寿会の活動にこれまで以上に
樟寿会のメーリングリストを積極的に活用することとし、会員が
メーリングリストを通してお互いに情報やメッセージを気軽に発
信し合える「ひろば」を開設することにしました。
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に応えて、元学長の田中弘允先生が「大
学の再構築を考える」のテーマで、元
法文学部で鉱物資源学が専門の志賀美
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ついて」のテーマで、それぞれ興味深
く貴重な情報を寄せてくださいました。
「ひろば」に寄せられたこれらの情報は、
樟寿会のホームページにも掲載する予
定です。コロナ禍はいまだに収束の兆し
が見えない状況ですが、この「ひろば」には、一人でも多くの会
員が、いつでも気軽に参加してくださいますよう期待しています。
なお、メールアドレスを開示していただいた会員は、樟寿会メー
リングリストへのアクセスができます。メールアドレスをお持ち
で、まだアドレスを開示されていない会員は、ふるって樟寿会の
坂東義雄幹事長（連絡先が不明な場合は、鹿児島大学総務部総務
課総務係 ssoum@kuas.kagoshima-u.ac.jp）までご連絡ください。

錫山鉱山遺構の島津家家紋入り
坑口（志賀美英先生提供）
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ドローンによる空撮！
今回は「桜ヶ丘キャンパス」

movie

216216
��������������������1����������

movie鹿大 KADAI JOURNAL

●編集・発行／鹿児島大学広報センター
〒890-8580 鹿児島市郡元一丁目21番 24号　TEL: 099-285-7035　FAX: 099-285-3854　E-mail: sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp

2021年 3月発行

　本学は、多彩で豊かな鹿児島の地域資源を生かした教育、研
究、地域貢献等を進めています。その中で、医学、歯学に関する教
育、研究および医療実践の機能が集約されているのが桜ヶ丘キャ
ンパスです。医・歯学部が教育の分野、医歯学総合研究科と保健
学研究科が研究の分野、診療については鹿児島大学病院が中心
となって担っています。これら各部局の緊密な連携のもと、南九州
において求められる高度な医療・医学を牽引すると同時に、国際
社会に貢献する「グローカル」な研究、教育を推進しています。
　前々号では郡元キャンパスから、今号では桜ヶ丘キャンパスか
ら、雄大な桜島はどこからでも本学を見守ってくれております。

　「2019 かごしまの新特産品コンクール」（かごしまの新特産品コンクール実行委員会 主催）の工芸・生活用品部門

にて、最高賞となる鹿児島県知事賞を受賞した「あづまバッグ」（本学・環境色彩学研究会と亀﨑染工による共同研

究開発商品）のモチーフとして使われた「麻の葉」柄のマスクケースです。一般的なサイズの不織布マスク（サージ

カルマスク）が収納可能。箱付で贈り物にもおすすめです。

ケースにマスクを収納し畳んでボタンを止める
とコンパクトに。表面は「かごんまの色 ®」を
組み合わせて描いたおしゃれな「麻の葉」柄です。

マスクケース（麻の葉）

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。

素材：表地　綿100％（11  号帆布） 裏地　綿100％
染色：本染め
高さ約13 cm×  幅2 6 cm（広げたサイズ）／撥水加工4 , 1 8 0  円（税込）
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お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

今号の表紙「桜ヶ丘キャンパス」

ドローンによる
空撮！今回は

「桜ヶ丘キャンパス」

����������1
movie鹿大 KADAI JOURNAL


